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グレードアップを計れ
会長 原　　　健

巻頭言

初春３月から，ここ数ヵ月の間，日整を含めて，全国の社団の予算総会や決算総会が行
われ，日整会長としては，招待を受けて各地を飛び回り，一年で最も多忙な時期となります。
また，全国の多くの会員の皆様と間近でいろいろなお話をし，考えを聞くことができる
大切な時期でもあります。
また，３月は会計的にも重要な時期でありまして，社団や会員の皆様にはペイオフ対策
として，経営の安定した銀行への定期預金の分散化は済まされたのでしょうか。いろいろ
なマスコミ的風説が流されて，最終的判断に苦慮することもあろうかと思いますが，定期
預金金利も微々たる額となっておりますので，来年４月まで猶予があり，とりあえず安全
な普通預金に移してじっくりと対応を検討してもよいのではないかとも考えられます。
21世紀の社団事業は，総てに従来から１ランクのグレードアップに務めなければならな
いと思っております。
例えば，都道府県の接骨学会やブロックの接骨学会などの発表レポートを，従来の業界
内の臨床経験発表レベルから更に水準を引き上げて，学位論文を補強するための副論文程
度まで視野に入れて作成するべく，学術部の先生方や発表者の先生方は務めなければなり
ません。
他の柔道整復師によって発表されたレポートや整形外科の先生方の論文，さらには必要
に応じて外国の論文まで比較検討し，引用する場合には出典や参考論文を明記するもので
なければなりません。
発表論文の数が問題になるのではなく，発表論文の質に重点を置くようにしなければな
りません。医療界における学術論文として格調の高いもので，論文集も学術機関誌として
評価されるものでなければなりません。
短大ができ，将来，４年制大学に昇格を認められるために，多くの教授を育成輩出する
ことが，柔道整復師の医学界における地位の客観的確保につながるからであります。解剖
学教室や医療系の研究所に席を置いたりして，研究する努力も必要かと思います。
特に若手の有為ある会員には，このような意識を持って努力をしていただくとともに，

各都道府県の学術部の指導者の先生には意識の転換をしていただきたいと思います。
日整の総ての重要事項を掌握する「日整広報」も業界内情報誌の傾向性が強く打ち出さ
れておりますが，それのみにとらわれずに広い視野に立って情報収集し，紙面を一新した
広報を作成するような努力が必要かと思います。
例えば厚生労働省などの動静として保険，介護，民間保険などについて，日本医師会の
活動状況，ボランティア活動，スポーツアスレティックなど，21世紀におけるニーズにあ
った多様性ある柔道整復師の情報・学術機関誌として，枚挙に暇なきものと考えられます。
21世紀における日整は，社会における自らの地位を確保し，業界外の視線を認識しなが
ら，判断の独善を廃し，医療界における協調と融和の中で，自らを律しつつ，柔整業界の
多面的グレードアップに努めて参らなければなりません。
皆様のご理解とご協力とご支援をお願いいたします。
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日　　　時 平成14年１月25日（金） 13時
出席者氏名 原，茂住，沢田，利根田，上田，

淺井，工藤，小合，尾藤，青山，
小倉，高橋，山田，市原，平野，
山　，本村，阪本

理事外の出席者 斎藤監事，山村監事，松下代議
員会副議長

〈議　事〉

（１）顧問推戴について

吉川貴盛衆議院議員（北海道），田浦直参議
院議員（長崎県）を顧問に推挙することについ
て。 全会一致で承認
（２）法制委員会の答申について

「諸問題を検討するためのプロジェクトチー
ム設置が定款に抵触するかどうか」
「法律上における会の名称登録について」
「柔整審査会委員が，審査で知得した業務上
の秘密の漏洩についての責任如何」
の会長諮問に対し法制委員長より答申内容の
報告。 了承
（３）臨時代議員会の日程について

開催日を３月28日（木）にすることについて。
全会一致で承認

（４）柔整白書第Ⅱ版の作成について

作成体制と作成着手について。
全会一致で承認

（５）社団法人設立50周年記念行事について

平成15年３月30日（日）に臨時代議員会，31
日（月）に記念式典並びに祝賀会を開催し，会

費を１万円徴収することについて。
全会一致で承認

（６）会館改修について

３社相見積りの結果，業者を鹿島建設に選
定することについて。 全会一致で承認
（７）柔整大学設立準備負担金について

柔整大学設立準備負担金についてを議題と
して代議員会に諮ることについて。

賛成多数で承認
（８）実技研修会の方向性と今後の検討につ

いて

14年度より実技研修会と生涯学習講習会を
合同で開催することについて。

全会一致で承認
（９）平成14年度事業計画・予算案について

加筆・修正等を行い，次の常務理事会，理
事会で提案することについて。

全会一致で承認
（10）日整全国柔道大会審判員について

常務理事会で決定した，14年度より審判員
を各ブロックより１名選出することについて
の報告。 了承
（11）帰一賞受賞者の推薦について

推薦書を各都道府県より３月31日までに提
出してもらいたい旨の報告。 了承
（12）会費免除の申請について

会費免除の申請を各都道府県より３月31日
までに提出してもらいたい旨の報告。 了承
（13）日整会員の現職地方議員打合せについて

27名の地方議員と所属都道府県会長とで打
合せを行いたい旨の報告。 了承
（14）国保カード保険証について

理 事 会 だ よ り

〈平成１３年度　第７回理事会〉

総 務 部
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対応について厚生労働省への要望の報告。
了承

（15）日整会計決裁システムの完全実施につ

いて

10月１日より決裁システムを完全実施した
旨の報告。 了承
（16）ＩＴ化の推進について

日整ＩＴ化の推進について進行状況の報
告。 了承
（17）大阪問題について

現在の進捗状況を報告し，示談の方向で覚
書を交わしていくことについて。 了承

〈報告事項〉

（１）総務部より（尾藤理事）

①11月23日開催の第49回全日本産業別柔道
大会の結果報告。

（２）経理部より（上田経理部長）

①13年度の会費納入状況についての報告。
②柔整連の14年度収支予算案についての報
告。

（３）保険部より（淺井保険部長）

①国保カード保険証についての補足説明。
②自賠責に関する自算会交渉についての報告。

（４）学術部より（工藤学術部長）

①実技研修会と生涯学習講習会との合同開
催が決定したので，これから検討していく
旨の報告。

②各接骨院を各地区の情報発信基地にする
ための研究をする旨の報告。

③触る，揉むを基準にした新しい柔整診療
ブランドを作るための研究をする旨の報
告。

④ＷＨＯ関係の経過報告。（次ページ参照）
⑤挫傷についての定義付けを作成したい旨
の報告。

（５）広報部より（小合広報部長）

①日整広報の内容についての報告。
②日整ホームページをもっと活用して欲し
い旨の要望。

（６）法制委員会より（高橋法制委員長）

①会長諮問に対し，櫻井弁護士とともに検
討していきたい。

（７）税務委員会より（小倉税務委員長）

①14年度の税制要望について，自民党に要
望書を提出してきた旨の報告。

（８）生涯学習委員会（山田生涯学習委員長）

①合同開催になることで，予算面の変更等
を検討したい。

〈その他〉

●事務局の松田氏より，消費者契約法につい
て柔道整復師との関わりについての説明。

●淺井保険部長より，13年度の入会金・会費
等の未納者に対する対応について，上田経
理部長と質疑応答があった。

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

日整広報誌第151号掲載「税務レポート」に対する追記

「青色事業専従者への退職金」の補記

勤労者退職金共済機構中小企業退職金共済事業部などに対して，青色事業専従者に
ついて，事業主並びに配偶者以外の者であって，その就労の実態が他の従業員と同様
であるなどの要件を満たした家族従業員であれば，加入できることになります。
掲載文書について配慮に欠ける内容であったことをお詫び申し上げます。
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伝統医療として柔道整復がＷＨＯの
報告書に記載された経緯について

学 術 部

ＷＨＯでは，世界各国の伝統医療に関する報
告書を1983年に行政の専門家並びに臨床家向け
に出版，1995年には『世界伝統医療大全』とし
て翻訳されました。日本の伝統医療は漢方医学
「鍼灸」のみの紹介で，残念ながら柔道整復は
全く記述されていませんでした。
2001年に新たな報告書が発行されるとの示唆

を武見敬三先生にいただき，21世紀の柔道整復
を考えるとき，日本の伝統医療として柔道整復
が国際的に認知されていなければならないとの
思いを改めて強くし，行動を開始いたしました。
2000年12月，武見先生のご紹介により，ＷＨ

Ｏの伝統医療担当者と懇談し，柔道整復に関す
る英文資料が全く提出されていないという問題
点が判明いたしました。そこで，それまでに海
外の学会などで行われた柔道整復に関する英文
での発表資料を取りまとめて提出したところ，
大変高い評価をいただき，柔道整復に関するさ
らに詳しい資料の提出を求められました。
日整では早速，柔道整復の歴史，現在の位置

づけなどを英文でまとめた報告書を，武見先生
を通じＷＨＯに提出しました。厚生省のお力添
えもあり，2001年２月のＷＨＯの『伝統医療と
相補・代替医療に関する報告』には，日本の伝
統医療として柔道整復師が紹介されました。（資
料参照）
ＷＨＯでは，それらの伝統医療の情報を神戸

にあるＷＨＯ健康開発総合研究センター（川口
雄次所長）で取りまとめ，21世紀の人類の健康
に貢献できる伝統医療と相補・代替医療を優先
順位をつけて研究していく計画になっていま
す。ＷＨＯの報告書に今回，柔道整復が掲載さ
れたことで，スタートラインに立つことができ
たと受け止めております。

日整では今後もＷＨＯと柔道整復の共同研究
が実現するように，活動を継続いたします。
2002年３月には，ＷＨＯ神戸センター川口所長，
伝統医療担当Kin Shein博士が，柔整校や接骨
院を訪問し，柔道整復の現状をご覧いただくこ
ととなっております。また，日整では海外に柔
道整復をより多く継続して紹介するため，海外
発表について今後も助成をおこないますので，
会員各位には国際学会も視野に入れた研究をお
願いいたします。
規制緩和による外資系損保の参入などもあ

り，柔道整復も国際化の影響を何らかの形で受
けることが考えられます。ご理解とご協力をお
願いいたします。
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①はり，きゅう，日本伝統のマッサージ，あんま／指圧，そして柔道セラピーも，日本では広く行われている。

②柔道セラピストは，1970年の柔道整復師
セラピスト

法19のもとに規制されている。第３条により，柔道セラピストの資格を得る
ためには，なりたい人（志願者）は国の柔道セラピスト試験をパスしなければならず，厚生労働大臣からライセンス
を獲得する。第12条により，志願者は1947年制定の教育基本法26の第56条にしたがって大学入学資格を持ったもので，
文部科学大臣によって認められた学校か，または厚生労働大臣によって認められたトレーニング機関（施設，学校）で
３年以上学び，そこで解剖学，生理学，病理学，衛生学を含む，柔道セラピストとして必要な知識と技術を修得する
のである。

A WORLDWIDE REVIEWより抜粋
（注：ＷＨＯでは柔道整復を柔道セラピー，柔道整復師を柔道セラピスト表現されている。）
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平成14年２月19日（火）かねてより病気療養中であった，松
本好司前日整会長が宇都宮中央病院で永遠の眠りにつかれた。
２月23日（土），宇都宮栃の葉ホールにて通夜，翌24日（日）

告別式がしめやかに執り行われた。葬儀には，萩原栃木県柔
道整復師会会長，原日整会長をはじめ日整常務理事，各県会
長，栃木県会員など多くの業界関係者，行政関係者等多方面
にわたり，また，松本前会長を慕っていた，多くの患者さん

たちが参列し，松本前会長の交友の広さをうかがわせた。
松本前会長は，昭和45年日整通信員をはじめとし，昭和54年には，日整代議員，監

事をへて，昭和58年には，保険部担当理事，昭和60年に保険部長を担当，昭和62年よ
り広報部長，税務委員会委員長，平成元年より副会長，平成２年末より会長に就任，
平成11年まで４期にわたって松本体制を貫き，業界の懸案である柔整大学設立，個人
契約者問題，療養費問題などに卓越した指導力を発揮して，全国社団会員の先頭に立
ち，行政，保険者，医師会等との折衝の先頭に立ってこられた。
この間に，日整会長表彰，厚生大臣表彰，労働大臣表彰を受賞，平成５年には，わ

が業界最高の栄誉である帰一賞を授賞された。また，平成５年春には，藍綬褒章を受章
された。謹んで，松本前会長のご冥福をお祈りします。 合掌

松本好司前日整会長逝去

広 報 部
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弔 辞
社団法人日本柔道整復師会

会　長 原　　　　健

社団法人日本柔道整復師会を代表し，謹ん
で故松本好司先生に哀悼の意を捧げます。
先生の日頃の気力と充分なる養生で，必ず

や再起されるものと信じておりましたのに，
今日のお別れとなりましたことは，誠に残念
でなりません。
先生は温厚にして，協調性豊か，しかも厳

格にして真摯さは，柔道整復師会会員の人望
厚く，地域住民からも深く尊敬され，わが日
本柔道整復師会に於きましても，保険部長，
広報部長を歴任され，平成２年末より故福田
稔夫会長の志を継がれ，社団法人日本柔道整
復師会会長として日夜会務に精励，その卓越
した手腕を発揮され，今後更なるご活躍が期
待されておられたのであり，今回の悲報は誠
に惜しみても余りあるのであります。

先生には，柔道整復関係の社会功労，国民
保健の向上発展に寄与された功績により，厚
生大臣表彰，労働大臣表彰を受けられ，平成
五年春には多年にわたる地域保健の向上に尽
くされた功績により，栄えある藍綬褒章を受
けられたのであります。
先生の功績は永久に，われわれ柔道整復師

の胸に生きることでございましょう。
われわれは先生の功に応え，いっそう努め

て柔道整復師の将来に尽力する覚悟でありま
す。
在りし日の温容を仰ぎつつ，哀悼の誠を捧

げ，ご生前の数々の業績にたいし衷心よりの
感謝と敬意を表し，お別れの言葉といたしま
す。
平成14年2月24日
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日整前会長松本好司先生ご逝去を悼む

（社）栃木県柔道整復師会会長 萩 原 正

平成14年２月19日15時24分，宇都宮中央病
院において遂に不帰の客となられました。享
年67歳，痛恨の極みであります。
先生は，昭和33年３月・日本大学法学部法

律科のご出身で，東北柔道専門学校を経て免
許取得，昭和40年５月宇都宮市石井町の地で
開業，以来36年有余，施療に従事するととも
に自宅敷地内に整心館柔道場を開設。柔道七
段，青少年の心身を錬磨し健全育成をはかり，
また，地区消防団の役員として精励するなど，
地域住民の信頼を一身に集めておられまし
た。
（社）栃木県柔道整復師会におきましては，
昭和45年５月常任理事（会計担当）を経て，
54年５月には会長に就任，会館の整備や付設
診療所の開設など事業実施基盤の確立と関係
庁及び医師会等との連絡調整に意をそそがれ
ました。
中央とのつながりにつきましては，昭和56

年６月・日整監事に選任され，58年には保険
担当理事，次いで常務理事となり，税務委員
長，保険部長を歴任して平成元年６月・副会
長に就任。この間，業務範囲の拡大と適正料
金の設定など，関係資料を整備して省庁との
折衝にあたられましたが，その真摯な粘り強
い働きには定評がありました。
それから平成２年末，福田前会長急逝のあ

とを受けて会長代行に就任。平成３年６月，
代議員総会において会長に選任され，以来平
成11年６月まで８年２ヵ月間，全国組織の長
として東奔西走，関係省庁及び諸団体との政
治的折衝をはじめ会員資質の向上及び組織の

充実発展のため日夜奮闘努力邁進されまし
た。
思い起こせば，平成10年２月頃から下肢に

むくみ，疼痛があり，折柄の中国との交流旅
行については，かなり辛かったと洩らされた
ことがあり，その頃から体調不順の日々が続
き，ついに発熱，呼吸困難により社会保険宇
都宮病院に入院されました。
しばし静養により小康を得て会務復帰ない

し自宅療養を繰り返していましたが，症状好
転の兆しなく，平成11年６月，会長職を勇退
し療養に専念されました。
ところが昨年暮れ危篤状態に陥り，宇都宮

中央病院に再入院，最新の治療とご家族の懸
命な看病も，天命如何とも為し難く，遂に不
帰の客となられた次第であります。
ここに，生前のご遺徳を偲び，ご冥福をお

祈りいたしますとともに，皆様方のご厚誼に
深謝申し上げ，ご報告といたします。 合掌
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日本経済の不況は種々な業界に大きな影響
を与え，医療改革のもと我が業界にも厳しい
影響を与え，接骨院経営にも大変な現在，日
整を中心に業界あげて，また，個々の柔整師
を含めての対応が必要である。
柔道整復師として医業類似行為という法的

な立場，柔道整復学の確立，養成学校の大学
制度の行きづまり，いろいろな原因が上げら
れるところですが。
日整広報を通して知るかぎりでは，日整執

行部はいろいろ取り組んでおられ，また日整
ブロック広報担当者会議の中でも外部に向け
てのＰＲやＩＴ化推進に真剣に取り組んでお
られるようです。
私なりの考えを述べたいと思います。
柔道整復師の法的業務は皆さま知るところ

でありますが，現在の業界をみるとき，それ
を的確に扱うことの出来る開業柔整師がどの
程度いるのか疑問です。
当然，現在の柔整師はレントゲン検査また

研修時に臨床柔道整復学を学ぶ機会のないこ
とが最大の要因であることは当然です。もち
ろん接骨院経営の立場としては柔整業務の内
容の拡大も必要であるとは思いますが。
現在，学会や各種研修会では骨折に関して

の発表や講演は激減している状態です。結局，
ほねつぎ，接骨院，柔整師が社会的認知を回
復するには原点に帰り，少なくとも捻挫，打
撲，挫傷は勿論のこと，脱臼，四肢の単純骨
折に対応でき，柔整理論や臨床柔道整復学，

そして画一化した治療ガイドラインをつくり
柔整師の卒後研修を実施することが真に柔整
師として認識され，ＰＲできるのではないで
しょうか。
極論を述べましたが，接骨院は整体？テー

ピング，中には気功をとコンビネ化現象は，
柔道整復師が本来の法的業務が伝承できない
状態においやられた結果ではないでしょう
か。
我々業界が百年の計，繁栄を真に考える時，

あまりにも柔道整復師本来の姿を見失いつつ
ある現況の打開こそが，明日の業界に向けて
の鍵となることではないでしょうか。
しかしながら我が業界社団，第二組合等，

柔整師の力を一つに結集し，この難局を乗り
越えなければと言うとき，あまりにも分散を
繰り返し自分達の勝手な言い分を述べ，弱小
化しているのを憂いてしまうのは小生ばかり
でしょうか。
さて，憂いてばかりではいられない。
日整が主体となり，他団体と同じテーブル

で話し合いの場を設け取り組まなければ，柔
道整復師の未来，繁栄は望めないと思う次第
です。他団体の指導者も日整に対し，誹謗中
傷や主義主張だけではなく柔整師業界が一つ
に団結することこそが大切であることを認識
していただきたい。

※

柔道整復師よ原点に帰れ

東北ブロック 後藤 忠史
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介護保険が始まって，早や２年になろうと
しています。ここにきて介護保険制度のさま
ざまな問題点が明かるみになってきています。
ケアマネジャーは行政と医療機関，デイの

各施設，訪問看護，介護，福祉用具等サービ
ス業者間の相互の円滑的連携を取り持つ要と
なっています。人と人とのチームワークの維
持管理の遂行が，利用者や家族のやる気を促
進するとも言われています。また，介護保険
では利用者の病状や家族の事情，経済状況ま
で踏みこんで，考えねばなりませんので，利
用者や家族のプライバシーや人権擁護への留
意も必要です。
そして，利用者や家族にとって，満足のい

くケアプラン，アセスメント，自立を促す介
護計画の考案，サービス担当者会議，モニタ
リング等のケアマネジメントの実践は，利用
者の将来をも左右する重要な要因です。
今後，利用者や家族，国民に満足のいく介

護保険となるまでは，今後，相当紆余曲折が
あるものと思われます。
加えて，日進月歩の医療，適切な施設の選

択，福祉用具，法律改正，新しい介護法など，
ケアマネジヤーの学ぶべきことは，多岐にわ
たっています。

※
奈良県においていても，平成13年度10月か

ら65歳以上の第１号被保険者の保険料徴収が
全額負担となりました。
健康保険料と介護保険料に加えて介護サー

ビス利用の負担は，年金額の低い高齢者にと
って，利用料の１割負担は大きく，サービス
を受けたくとも，控えてしまっているケース
もみられます。
奈良県の市町村でも，年金額の少ない高齢

者で，所得基準第２段階以下の方に対しては，
介護保険のサービス料金１割の70パーセント
がもどってくるようにされています。これも
現在の行政の財政事情により，いつまで続く
かは楽観できません。
奈良県には脳梗塞の後遺症に苦しみながら

も，多くの仲間と協力しながらすごされてい
る奈良県脳卒中，桜の会（柏木知臣会長）があ
ります。
現在，脳卒中奈良県会員約300名の60％以

上の方が介護認定を受けておられますが，諸
般の事情で，介護サービスを全く受けていな
い方も，13年度12月のアンケート調査では，
約４割おられます。要介護度の４や５の重度
の方は，おおむね介護保険に満足しておられ
るようですが，年々増える経済的負担の重圧
は，強く感じられているということです。
平成14年の10月20日（日）には脳卒中の現況

と予防の啓蒙運動として，奈良県で桜の会15
周年記念講演会が行なわれます
また奈良県全県での介護保険の12年度の介

護サービス利用実施状況では，要介護認定
26,252人のなかで，介護サービス利用者は，
約20,000人です。しかし，２割強の6,000人の高
齢者は認定を受けていますが，次記のような

奈良県の介護保険の現況と将来
奈良県柔道整復師会
生駒市居宅介護支援事業者協会

平山　靖英
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理由で，サービスを受けておられないようです。

〈サービスを受けない理由〉

１．医療保険が適用され，入院または治療中
２．引き続き家族の介護受ける
（他人の世話になったり，他の人が家に入
るのは嫌です。）

３．取り急ぎ使用しないが，いざというとき
のために認定だけは受ける。

また，介護サービスの中での，施設サービ
スは，県計画予算の95％の方が受けておられ
るようです。ヘルパー派遣などの居宅サービ
スについては，計画額の約58％しか受けてお
られません。
そして，居宅サービスの中で，例えば11月

サービス調査では，要介護1ならば支給限度
額は16.580単位，約168,000円ですが，実際の
平均利用割合は，約36％の60,480円の利用割
合です。利用者本人は１割負担ですから，そ
れでもサービス料金として，１ヵ月約6,048円
が必要となります。
しかし，介護保険が，県民に徐々に理解さ

れるようになると，県内の高齢者増加状況か
ら，要介護認定や介護サービス利用者も年々
増えるものと予想されます。
私の所属する生駒市では，低所得者に対す

る，負担軽減事業や，居宅介護支援事業者協
会などへの協力体制の確立などにより，比較
的スムーズに介護保険事業が進んでいるよう
です。奈良県の他の多くの地域でも，負担軽
減事業が実施されています。
また，介護保険の中身に対する，市民から

の訴えがないからといって，市民は現状に満
足しているわけではありません。声なき声を，
私どもに発信されておられます。
その中から，利用者と家族，ケアマネジヤー，
サービス事業者，医療機関などからの声を記
して見ます。

Ⅰ　利用者の立場から

１．利用料の１割がつらい。いつまで生きる
のかわからないから，将来の貯金の取り崩
しも不安です。

２．余裕のある人はいろいろサービス受けら
れるが，われわれみたいに，わずかの年金
生活者にとって，お金の支出は，即，生活
苦になるので，福祉の切り捨です。

３．年金ももらっていないのに，どうして介
護保険が払えるのか。

４．保険料が，１昨年の10月からはじまった
が，介護保険を使わないのに，去年（平成
13年）の10月に，また保険料が上がった。
いつまで，お金の心配しないといかんのだ
ろう。医療保険も上がるし……。

５．若い障害者にも経済的にも苦しいのだか
ら，高齢者のように，いろいろなサービス
受けさせてほしい。

６．特養がいつまでも入れず，家族介護が限
界です。緊急時も限度額を言わないで対処
して欲しい。

７．１割負担も高く，サービス受けたいが，
生活費もあるため，介護保険料をなしにし
て欲しい。

８．介護保険を使わないのに，介護保険料払
わなければなりませんか。

９．ヘルパーさんの毎日のサービスを喜んで
いるが，私だけサービス受けていいのだろ
うか。

10．ヘルパーさんがきて，掃除，洗濯，話し
相手になっていただいて感謝しています。

利用者や家族からは，上のような苦情や，
感謝の声を聞きますが，概して，現在の不況
下，多くの家族，利用者が健康保険料，介護
保険料そして介護サービス料金の３つのトリ
プル負担に，重圧感を感じられているようです。
また，高齢者をささえる家族の６～７割以
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上が，全国的には住民税非課税世帯であると
予想されています。これから，類推すると，
奈良県地域では13年度の高齢者の半数以上が
第２段階の市民税世帯非課税年額19,790円，
平成14年度は本来の保険料で年額26,390円に
なるのではないかと思われます。
但し，本人が非課税であっても，家族に市

民税納入者があり，利用者本人の所得多いと
年額35,180円から52,780円となります。

Ⅱ　ケアマネジヤーの立場から

１．仕事量に比べて介護報酬が少なく，事務
量と書類と，無報酬の作業が多すぎる。

２．事務手続きと，給付管理の手間がかかり
すぎる。

３．ケアマネジヤーと看護の兼務でも給料に
反映されない。訪問看護では１時間約8, 300
円の報酬だが，介護計画を立てるのに要す
る時間は，この５，６倍かかっても，報酬は
１件あたり，１ヵ月約7,000円です。

４．市町村ごとに書類がばらばらで，統一し
てほしい

５．制度の変更が多すぎる。
６．介護保険料やサービスの負担料金が多す
ぎる。いつも利用者の経済的負担を考えて
しまう。

７．ケアプラン作成や給付管理に時間をとら
れ，利用者にとって大切なアセスメントが
できない。

８．要支援，自立者に対する施設が少ない。
９．法定後見人に対する，国民への説明が不
足している。

10．事業者に雇われているので，事業者側の
サービスを提供せざるを得ません。公正中
立は難しい。

11．サービス担当者会議やモニタリングにか
かわる時間が取れない。

12．介護ソフトの改定のたびに費用が重なっ
て重荷である。

ケアマネジヤーの多くが，ケアプラン作成
報酬の少なさ，事務量の多さに対する不満を
もっているようです。

Ⅲ　サービス提供者の立場から

１．早朝にかかわらず，利用者が，頻繁に電
話してくる。

２．サービス当日にキャンセルの電話が入
る。雇ったヘルパーに給料払わなければな
らず，急に休ませるわけにはいけません。

３．片寄った事業者にサービスが集中するの
で，利用者を探さないと事業として成り立
たない。介護保険の基本原則の公正中立性
が欠落しているのではないでしょうか。

４．家事援助，身体介護，本人にとって生き
がいを見出す，リクレーションなどにも，
援助サービスが認められないでしょうか。

５．何でも屋さんみたいに使われる。
６．国保連のレセプト返戻の意味がつかめ
ず，介護報酬がおくれがちである。

７．いらいらしやすい。首肩がこる。眠れな
い。タバコの本数や酒の量が増えた。

８．利用者の心のこもった「ありがとう」の
一言が，この仕事の支えです。

９．ヘルパーが，すぐやめていく。

Ⅳ　医療機関からの声

１．介護保険がはじまり，患者の減少がはな
はだしい。

２．利用者がどんなサービスを期待している
かわかりにくい。

３．景気は低迷しているにかかわらず，介護
保険ばかりに目がむけられている。来年度
から，本人が３割負担となれば，保険料も
上がり，医療機関に受診する方の抑制力と
なるだろう。

平成12年からはじまった介護保険である
が，バブルや終身雇用制の崩壊，リストラ，
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大型倒産，同時多発テロ，狂牛病，医療不信，
政治の不安定性などがいり乱れ，大きな曲が
り角にきています。
家族，利用者，ケアマネジヤー，サービス

提供者，医療者側の苦悩は，年々増していま
す。介護保険に対する声は，介護保険が真に
多くの国民に受け入れられるための，心の叫

びともいえます。
今後は，国，県，市などの行政と介護者，

介護側にとって，介護保険が，真に国民のた
めの医療・介護を見据えて，現場を知り，
改革すべきことや，是正すべきことは，早急
に具体案をもって，改善策を講じていかなけ
ればなりません。

第４回全日本柔道「形」競技会大会が、平
成13年９月30日に講道館にて開催された。こ
の大会は全日本柔道連盟が主催し，日整が後
援している唯一の大会である。
昨年の第３回大会では，２年連続出場の神奈

川の鈴木健一会員がみごと準優勝に輝きました。
今大会には，

「柔の形」四国地区代表
香川県の松本祐司会員

「柔の形」東京地区代表
東京都の川島芳江会員

「古式の形」北海道地区代表　
北海道の大西猛会員

「古式の形」近畿地区代表
京都の井上彰二会員・岡島順会員

がそれぞれ出場され，見事な演技を披露され
ご活躍されました。
普段から柔道に勤

いそ

しみ，稽古に励んでいる
先生方には年齢と共に大きな競技会出場は難
しくなってきておりますが，「形」となれば
年齢を超えてできます。このような大会に再
度挑戦する会員が増えてきていることは喜ば
しい限りです。
また，「形」の競技会は今後，小学生，中

学生，高校生，大学生にも門戸を広げ，盛大
になっていくことと思われます。
柔道の原点，「形」に思いをはせて今一度柔

道の精神を振り返ってみてはいかがでしょうか。

第４回全日本柔道「形」競技大会
広 報 部
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最近は，電車の切符や高速道路のインターチェンジの料金支払いシステム（ETC）など
がだんだんＩＴ化され，駅の改札や料金所ゲートでの出入りが大変スムーズになってきま
した。“え，そんなの知らないですって？”それでは今回はそこらへんのIT化されたもの
についてお話をしてゆきたいと思います。
電車に乗るとき，普通切符を買わなければなりません。上野から新宿へいきそこから小

田急線で……ええと……新宿までいくらだ？というわけで上の料金表を見るわけです。東
京の路線図はごちゃごちゃしていてなかなか目的の駅が見つからないですよね！次に券売
機の行列に並ぶわけです。これもまた時間がかかるのです。
そんなとき便利なのがJ R東日本のイオカード！　なんと言っても横目で自動券売機の

行列に並んでいる人たちを眺めながらおもむろにカードを取り出し，自動改札機をスイス
イ通過！！ と，なるわけです。これは，電話のプリペイドカードと同じ形式です。そし
て，途中下車しなければならなくなったときにも便利ですよね！　切符だと，当然目的地
より前に降りてしまうわけですから，少し損をしてしまいます。ところがこのカードなら
どこで降りようが途中で目的地を変えようが関係ありません。損しないようにできている
のですよね。あらかじめ料金表を確認する必要もありませんし，毎回切符を買わなくても
いいわけです。乗り換え，途中下車，目的地変更も可能なわけです。
次に私鉄ですね。関東では私鉄19社が協同でパスネットというプリペイドカードを発売

しています。http://www.railfan.ne.jp/passnet/ がそのホームページのアドレスです。
ここでご覧になってもわかるように，ほとんどの関東の私鉄がこのカードで乗り降りで

きるわけです。
国鉄と私鉄の連絡，この切符を買うのがまた面倒です。どこの駅で降りて，どこの電車

に乗るのかを，当然ですが，指定しなければなりません。わかっていてもなかなかボタン
のありかに迷ってしまうことが多いです。これが行き先に不案内の方ならなおのことでし
ょう。これも，先ほどのイオカードとこのパスネットの２枚を自動改札機によっては重ね
たり，１枚ずつ通すことによって連絡できるわけです。先ほどの上野から新宿経由で小田
急線利用の場合，２枚重ねて自動改札機にいれれば簡単に乗り継ぎができてしまうのです。
経路や乗換え場所など指定する必要はないのです。

切符とカード（電車・お金）とETC（高速道路）
わずらわしい乗換えもスイスイ

内 藤　晴 義
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また，私鉄内でも乗り換え，乗り継ぎが多いですよね！自動券売機で買うと，乗換えて
目的地までの切符を購入する方法がよくわからなくなってしまいませんか？これに地下鉄
が入ってくると……全くお手上げ！　実は私も時々間違えて出口で経路が違うといって怒
られていました。ところが，このカードなら，どこをどう通っていっても自動的に自動改
札機が計算し，料金を引いてくれるので手間いらずです。もちろん，途中下車や目的地変
更もさきほどのイオカードと変わらないのです。便利になったものです。方向音痴の私に
は，まさに水戸黄門の印籠のようなものです。“ひかえ～”のようなこれらのカード……
我々の業界でもつかえたら面白いかもしれませんね？？

では次に，特急電車の予約について便利なものをご紹介しましょう。私はよく小田急の
ロマンスカーを利用しているのですが，駅での予約は面倒でした。いちいち最寄の駅まで
行き，特急電車の予約を入れ，特急券を購入あるいは予約券との引き換えを当日行うなど
しなければなりませんでした。また，当日販売している特急券の自動販売機もどうも苦手
でして……後ろに人が並ぶとあせってしまって……思う切符が買えなかったりしていまし
た。初めての人だとやはり買いにくいと思います。
ですが，ここにもITの波がきました。それがロマンスカーclubです。以下がそのホーム

ページアドレスです。http://www.d-cue.com/club/index2.html これは，あらかじめその
clubに入会し登録し，ポイントとしてお金を積み立てておけば，わざわざ特急券券売機や
駅の窓口に行かなくても，携帯電話のｉモード，EZweb，J - SKYを使うことによって，ロ
マンスカー特急券の予約や購入ができてしまうのです。
つまり，自宅にいながら明日の何時ごろ，どこからどこまでの特急券の空席状況を確認

し，目的の時間の特急券を予約あるいは購入し，しかも禁煙，喫煙も指定できるのです。
これは便利です。チケットレスでロマンスカーに乗れるわけですから。また，利用状況に
よってポイントが還元されるのもお得ですね。

同じようなことが，東海道新幹線でもできるようです。JR東海では，エクスプレス・
カードというカードを利用することによって，東海道新幹線の予約が携帯，パソコンから
でも可能となっています。http://www.jr-central.co.jp/service.nsf/doc/expresscard_rA
のアドレスに詳細が載っています。
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“のぞみ”の予約もできるようで，この場合，通常価格よりも割引されます。のぞみの
利用が多い方は知らないと損ですね。
ここまでで，電車の乗り降り，予約がこれだけスムーズになり，ポイントなどがつくこ

ともあるこれらの利用で利用料金が還元されたり，途中下車による料金の無駄も無くなる
ことがご理解いただけたことと思います。
ところが，近い将来には携帯電話だけでこれらのカードもいらなくなってしまう可能性

も出てきました。これはブルートゥースという微弱電波を使った末端との交信で可能にな
る………おっとと……すみません。これでは何を言っているのだかわからないですよね！
つまり，ビデオとかテレビなどのリモコンのような電波を携帯電話から出すことによって，
目的の機械を動かしてしまうことができてしまうわけです。これによって，自動改札機は
もちろん，ジュースの自動販売機から好きなものを選んで買うこともできるようになるわ
けです。（渋谷で実験的にこのジュースの販売機が置かれました。）まさにお財布のいらな
い時代の到来になるのでしょうか？　また，ICカードもこれから大活躍しそうです。
我々の業界でも保険証ICカード化に対応させて活躍してもらえるよう努力しなければな
りませんが………
これらの発達普及により，券売機で切符を買う人は大幅に減ると思われます。この原稿

が本会広報誌に掲載されるころには，SuicaというシステムがJRに導入されていることで
しょう。これは，わざわざ切符やカードを自動改札機に入れなくても，一部を自動改札機
に接触させるだけで瞬時に改札をパスできるといったシステムです。東京近県で導入され
始めていると思われます。

では次に，高速道路の料金所に設置されだしたETCなるものについてスポットをあてて

http://www.denso.co.jp/ETC/system/index.html より

ス イ カ
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みましょう。
上記がETCシステムです。ETC（Electronic Toll Collection）とは，高速道路の料金所な

どでの渋滞の緩和や，上記のような通信システムによりいちいち切符をとったり，料金を
支払うことなくゲートを通過できる便利で，新しい料金支払いシステムです。これによっ
て，料金所で一旦停止することなく，簡単でスピーディーな支払いを可能になる予定なの
です。支払いは，ETC用の車戴機にETCカードを差込み，ゲートを通過すると自動的にそ
のカードから銀行へ引落し命令が出され，支払われるのです。
ですが，いまのことろ，全ての車両にETCが取り付いているわけではなく，また，こ

のETC専用レーンに誤侵入してしまった一般車両によってかえってゲート通過までに，一
般レーンよりも時間がかかってしまうこともあるようです。
しかし，これも時間の問題でしょう！いずれは全ての車にこの装置が付き，（現在ではカ

ー用品店やディーラーで必用な機器の取り付けをおこなっています。）料金所の渋滞も解
消されてくることでしょう。そうなれば，ゴールデンウィーク，お盆や年末年始などの大
渋滞でトイレにも困るなども解消されていくことでしょう。居眠り運転に対応すべく前車
との車間距離，車線につけられたセンサーからカーブなども読み取りハンドルを自動的に
切る自動運転装置なども組み込まれていくようですが……飲酒運転はだめですよ！！
さて，今回は，時間の無駄を省くためのさまざまなＩＴ化の一例として切符とカード，

料金所での現金支払いとETCによる自動決済などについてお話しました。次回は，紙とス
ペースの無駄を無くすペーパーレスについて皆様が損をしないように書いていこうと思っ
ています。
尚，このコーナーへのご質問，ご提案などございましたら，日整広報部“ITやらなきゃ

こんなに損”のコーナー係りまでご連絡ください。メールアドレスはこちらです。
e-mail：kouhou@shadan-nissei.or.jp
では…。

★いま広報部では，できるだけ多くの人
たちに「柔道整復師」の存在を知って
いただくための対策を研究・検討して
います。

★その第１案として，「先生，ありがと
う」と患者さんから感謝された体験談

（先生のもの，患者さんご本人のもの，
どちらも可）を集め，マンガなどを使
った小冊子にまとめ，各接骨院で，Ｐ
Ｒ誌として配布するアイデアを考慮中
です。

★患者さんに読んでもらいたい「いい話」
がありましたら，ぜひ広報部宛にお
送り下さい。もちろんメールでも歓迎
です。2000字以内。（広報部）

『柔道整復師の先生，
ありがとう！（仮題）』

（原稿募集）
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近年，柔整業界も専修学校の増加に伴い，
柔道整復師の飽和，近い将来の保険医療の崩
壊が囁かれています。また，柔整師の地位向
上の目的ともなる柔整大学の設立にも歯止め
がかかっている始末です。
その柔整大学設立ができない理由として，

「柔道整復という学問」が構築されていない
ために許可されないのが本当の理由であると
言われています。
柔整業界に憧れ，生涯の仕事として，また

一家を支えるべく生活の糧として考えていま
すが，今後も柔整業務に励み邁進できるのだ
ろうかなどという不安を抱えているのは自分
だけではないと思います。
小生はかねてから興味を抱き治療に取り入

れていたこと，業界自体の先行きに一抹の不
安を感じていることもあり，「フットケア外
来日」を毎週木曜日に設け，足の悩み・痛み
を持つ患者を対象に完全予約制にて治療の確
立を図りつつおこなっております。
現在，治療家の中でもなんらかのかたちで

足の治療，足底挿板・足底板・Orthotics等
（以下，Podiatry）療法として，治療に取り
入れていることが知られていますが。
1997年JATAC主催のFoot workshop Part1

としてオーストラリアの足病医師により，
Podiatryが柔道整復師に紹介されました。
また，PartⅡとして南オーストラリア大学

にて開催され，参加以来，現在までの約５年
間，継続的にアメリカ人足病医（Ｄ．Ｐ．Ｍ）
の講義を受け，その知識を基に，治療の一環

としてPodiatryを取り入れています。
以前，欧米足病医療の一部と実際に日本の

治療家がどのように治療を進めていけばよい
のかを日本スポーツ整復療法学会において紹
介させていただきましたが，改めて柔道整復
師が足病医学（Podiatric）と足底板療法
（Podiatry）をおこなうための技術と評価を
紹介させていただきます。

【足病事情】

我が国においてここ数年様々な形で
「足」・「足底板療法」が紹介されております
が，治療家の中でもそれらのセミナー等を受
講されたという方も多少はいるはずです。し
かし，受講したものの，治療の中でそれを取
り入れたが行き詰まりを感じたり，疑問を持
っても解決されずに発展性の少ない治療とな
っているのが現状ではないかと感じます。
1774年イギリスでカイロポディーとして始

まった足治療があります。アメリカでは1895
年に始まり，1911年にはニューヨークに初の
専門学校が設立されました。現在ドクターと
して認められる学校は，アメリカ・イギリ
ス・オーストラリア・カナダにあり，世界各
国（約，26ヵ国）に足病医師（Ｄ．Ｐ．Ｍ）ら
は点在します。
アメリカでは４年制大学で学んだ後，４年

制のメディカルスクール（医学部足病科）に
進学し，１・２年で基礎医学を，３・４年で臨
床医学を学び，医師国家試験に合格の後，
専門が分かれます。

『柔整業務拡張の新天地を求めて』
欧米足病医学を学んで

千葉県 入 澤 正

トピッ
ク 
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治療範囲は下腿（脛骨粗面）～趾尖までの
プライマリーケアーからほとんどの手術がお
こなわれています。
Podiatrist/D.P.M（Doctor of Podiatric

Medicine）はアメリカ国内で約20,000人，こ
こ数年間，医師の中で最も需要が伸びており，
全米６ヵ所の大学から毎年約，610人ずつＤ．
Ｐ．Ｍが生まれています。
需要拡大の理由としては次のことがあげら

れます。
１．エクササイズフィットネス人口の拡大
２．スポーツメディスンの中での需要拡大
３．高齢化
Ｄ．Ｐ．Ｍの平均年齢は42歳，そのうちの約

10％が女性です。
各種保険が適用され，全米84％の総合病院

においてFoot & Legまたそれに関連する部位
の治療に携わっています。
その足病医師らが「足」を診るうえで最も

基本とされることは，下肢のバイオメカニク
スであり全科共通の学問とされている。
特に，スポーツバイオメカニクスにおいて

は，わずかなアライメントの歪みが，筋収縮
のタイミングをずらすことにより，障害やパ
フォーマンスの低下につながるとされていま
す。

【Podiatryの進め方】

足部マルアライメントが及ぼす障害と思わ
れる患者に対し，足底板療法を勧めます。
１．カウンセリング：患者の症状，生活状況，
履物等をチェックする。

入澤
イリサワ

正
タダシ

1960年生

〈略　歴〉

・千葉県流山市西初石において初　
石接骨院を開業
・平成元年より足と姿勢に関する
研究を始める。
・発表「シンスプリントにおける
足底装具の有効性」・「足底スト
ラップの考察」・「欧米足病医学
と柔整師のカテゴリー」
共同研究：「鵞足部炎患者にお
ける前足部内反・外反の評価」
etc……
・平成９年：JATAC主催 第１回
Foot work-shopⅠを受講。

・平成９年：JATAC主催 第１回
Foot work-shop part Ⅱ南オース
トラリア大学理学診療学
部，足病学科にて下肢バイオメ
カニクス（足病医学）を学ぶ。
・平成10年アメリカLanger Biome-
chanics Group,Inc，足病医療研
究財団のサポートを受け（サン
フランシスコ大学元教授：Glenn
A Ocker，D.P.M）Basic biome-
chanics, etc，（下肢のバイオメカ
ニクス等）を研修，認定を受け

カスタマーズメンバーとして足
底板処方を許可される。
・平成13年アメリカ，Northwest
Podiatric Laboratory, Incにて，
最高顧問医師（カリフォルニア
大学元教授Chris Smith,D.P.M）
の指導，研修を受け，足病医以
外で初のバキュームキャスティ
ングテクニック・足底板処方・
療法を許可される。
・国内・外での足病医学研修のコ
ーディネーターを努める。
・ジャパン・アスレチック・トレ
ーナーズ協会（JATAC）：評議
員・総務委員・千葉支部長
・日本スポーツ整復療法学会
（JSSPOT）：理事・関東支部副
支部長
・日本スポーツ整復療法学会
（JSSPOT）：スポーツポディア
トリー分科会，世話人
・日本足部バイオメカニクス研究
会：代表
・Fine Step Group（ファイン・ス
テップ・グループ）：代表
・㈱インパクトトレーディング・
Super Feet Japan：テクニカル
アドバイザー

・Foot care Laboratory
（Yokohama）：顧問Foot care
Master

・ Step Gear： 顧問 Foot care
Master

〈主な活動〉
・第53回国民体育大会　テニス競
技
・第54回国民体育大会　テニス競
技
・第55回国民体育大会　テニス競
技
・第56回国民体育大会　テニス競
技
・第53，54，55回国民体育大会，
関東予選千葉県テニス協会（国
体）オフィシャルトレーナーと
して大会期間中帯同し，選手の
コンディショニングにつとめ
る。
・競技者レベル・指導者レベルで
のさまざまなセミナー活動。
・下肢のバイオメカニクス，足底
板処方（podiatry）等のセミナ
ー活動。
・その他……
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２．メジャーメント：足病医学下肢の検査法
により，各関節の可動域，動き，筋力を検
査し足部の変態があれば患者に告げ，足底
板療法を問いかける。

３．キャスティング：足病医学キャスティン
グ法によりキャストを採る。

４．処方：１．２に適した足底板を処方する。
５．マネージメント：
１．での改善を徹底する。
２．で改善の余地があるものは指導する。

【まとめ】

世界26ヵ国で扱われているPodiatry（足病
治療）でありますが，我が国においては足病
医学（Podiatric）という学問さえ取り入れら
れておらず，そのような学問があることさえ
知らされていなかったのが現状で，欧米に比
べ相当な遅れをとっています。
世界の常識が日本においては全く通用せ

ず，足に関して紹介されている書物も少なく，
セミナー等においては内容が一致するどころ
か，持論をもっともらしく唱え，それは足病

医学の常識からは考えられない足の動きやタ
ブーとされているパッド処方が紹介されてい
るのが実情であります。
欧米足病医学で確立された下肢・バイオメ

カニクスを正しく学び，そして取り入れるこ
とが，足を診る治療家たちにとって一番の近
道であり，Podiatry，足底板を処方するため
には必要不可欠であると考えます。
その上で日本の治療家のカテゴリーとし

て，今後日本文化に適した治療プログラムの
確立と医科学者との共同研究を早急に進め柔
整学問の一つとして確立させることは必至で
あると考えます。

【参考文献】

clinical biomechanics of the lower
extremities : Ronaldo L . Valmassy/Mosby

【資料提供】

・The Langer Baiomechanics Group
・Foot Care Master Group
・Northwest Podiatric Laboratory, Inc

◇　　　　　　　◇　　　　　　　◇　　　　　　　◇
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原稿〆切 4月10日 6月10日 8月10日 10月10日 12月10日 1月10日　

発　　行 5月25日 7月25日 9月25日 10月25日 1月25日 3月25日

日整広報発行日と原稿〆切

平成 15年

平成 14年

平成 14年

平成 15年

※原稿の〆切厳守をお願いします。（広報部）

〈投稿される会員へお願い〉
最近，パソコンで作成された原稿が多くなっています。しかしながらせっかく入力され

たデータでも，印刷された用紙だけではもう一度入力しなければならないのが現状です。
ワードまたは一太郎で作成された原稿の場合は，そのファイルをメールで送付されるか，

または原稿にフロッピーを添付してお送り下さい。作業効率面で，さらに編集会議の経費
削減にもつながりますので，ぜひご協力下さい。

◆原稿締切日が10日に変更になっています◆

〈お知らせ〉今号（153号）より，本誌の穴あけは経費節減，時間短縮のため廃止することに
なりましたので，ご承知おき下さい。
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平成14年度各ブロック学会の開催日・場所 

ブロック 学会名称 開催日 場　所 担当都道府県 

北海道 

東　北 

関　東 

東　京 

北信越 

東　海 

近　畿 

中　国 

四　国 

九　州 

日　整 

学　会 

第31回北整学会 

第25回東北ブロック学術大会 

第25回関東柔道整復学会 

第21回東京都柔道接骨学会 
第52回東京都委託柔道整復師講習会 

第53回東京都委託柔道整復師講習会 

第24回北信越ブロック 
　　　　　　　　接骨学会 

第37回東海接骨学会 
第80回中部接骨学会 

第27回近畿ブロック学会 

第27回中国ブロック 
　　　　　　柔道整復学会 

第37回四国接骨学会 

第31回九州ブロック大会 
　　　　　　学術宮崎大会 

第５回日整学術・実技研修会 

第11回日本柔道整復 
　　　　　　　接骨医学会 

7月7日（日） 

7月13日（土）・14日（日） 

平成15年3月16日（日） 

未定 

平成15年3月2日（日） 

6月16日（日） 

6月16日（日） 

10月20日（日） 

6月30日（日） 

7月21日（日） 

7月13日（日） 

10月13日（日） 

12月22日（日）・23日（月） 

札幌市・ 
北整会館及び北海道柔道整復専門学校 

青森市・青森市文化会館 

さいたま市・大宮ソニックシティ 

千代田区公会堂 

千代田区公会堂 

長野市・メルパルク長野 

浜松市・アクトシティ浜松 

和歌山市・和歌山県勤労福祉会館 
　　　　　　「プラザポープ」 

米子市・米子コンベンションセンター 

高松市・高松テルサ 
　（高松勤労者総合福祉センター） 

宮崎市山崎浜山・ 
シーガイア・ワールドコンベンションセンター 

未定 

大阪市・グランキューブ大阪 
　　　　　（大阪国際会議場） 

（社）北海道柔道整復師会 

（社）青森県柔道整復師会 

（社）埼玉県接骨師会 

（社）東京都柔道接骨師会 

（社）長野県柔道整復師会 

（社）静岡県柔道整復師会 

（社）和歌山県柔道整復師会 

（社）鳥取県柔道整復師会 

（社）香川県接骨師会 

（社）宮崎県柔道整復師会 

（社）日本柔道整復師会 

日本柔道整復・接骨医学会 

学 術 部 
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地震が来る前に既に名前がつけられている
のは，東海地震が最初だそうです。必ず大地
震が起こり，それは今日，今，来ても不思議
ではない切迫した状況だと，静岡県民の多く
は認識しています。
そんな中で，我々も柔道整復師として災害

に備えなければなりません。たまたま知人で
静岡市医師会の災害対策委員長を務めている
Ｏ医師に会う機会があり，柔道整復師と災害
対策について問いました｡

Ｏ医師いわく「まず，柔道整復師としての
資格を生かした救護活動を当然やってほしい
が，その他に，救護所の混乱の回避・鎮静に，
災害医療に理解のある者として協力してほし
い。災害医療活動の特殊性として，同時に多
数の負傷者が発生する。しかし，医療資源に
は数に限りがあり，その限られた貴重な医療
資源と限られたスタッフで，出来る限り多く
の負傷者を救命しなければならない。極端に
言えば，ほとんど救命の見込みのない患者に
は，治療を行わない。」ということでした。
救護所では，先ずトリアージと呼ぶ，タグ

による負傷者の色分けが行われます。具体的
には，１枚の封筒大のタグに負傷者の氏名，
症状などの他，４色（緑・黄・赤・黒）に色
分けされた部分について作業が行われます｡
この作業の意義は，緑と黒の二者を除外す

るということです。緑は治療を急がない人。
黒はもはや治療を実施する意義のない人とな
ります。
その時に，殺到するであろう大声が出て歩

けるような負傷者（緑タグ），また，黒タグ
の患者の家族等への対応を，災害医療に理解
あるものとして，その場の混乱の回避に協力
してほしい。そして，医師の救命医療をやる
環境づくりを手助けしてほしい，とのことで
した。
「とにかく，今後，医師会主催で町内の防災
訓練を行うので見学に来て，そして参加して
みたらどうか｡」と誘われたので，この訓練
に出て体験して，柔道整復師として何を行う
べきなのか考えようとの思いから，私ともう
一人の本会会員で参加することとなりました。

※
訓練会場は小学校の体育館でした。言われ

た時間に行ってみると，すでに医師達，スタ
ッフ達は集まって打合せを行っており，200
名ぐらいの町内の人達も集合し，会場内は熱
気が漂っていました。
体育館の入口では，被害者役の人達がリア

リティーのあるメーキャップを施されてお
り，床には担架が四台準備され，番号が付け
られてあります。近くでその担架を運ぶ人達
が，入場時間の確認をしていました。
そして，被害者役の人の胸には，症状と血

圧・脈拍等を記したカードが掛かっており，
それに基づいて，後に医師達がトリアージ又
治療をする段取りになっていました。
全ては，Ｏ医師が細かくタイムスケジュー

ルを組んであり，その時間通りに担架の運び
後，騒ぎ役・家族役などが入場する手はずに
なっていました。
私は黒タグを付けられる予定の人形を担架

来る東海地震に備えて

静岡県 石谷虎次郎
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に乗せて搬送する騒ぎ役をもらいました。何
か学芸会の舞台裏にいて，出演を待つ役者の
ような感じでした。会場では，医師達が町内
会の人達に被災者役の演技について説明して
おり，時々笑い声が起こっていました。
そしていよいよ，災害発生。訓練の始まり

です。
※

いきなり，担架１が「どいて，どいて！」
と大声を出しながら駆け込んできます。担架
の上では，被害者役が「痛いよー！痛いよ
ー！」と大声で叫んでいます。会場の雰囲気
は一変しました。
続いて，担架２，担架３と，タイムスケジ

ュール通りに搬入され，その間に歩ける被害
者役の人達が「助けてくれー！」と大声を出
しながら入ってきます。映画さながらの特殊
メイクが施され，破れたＴシャツから骨が露
出した人。手で押えた顔面の横から眼球が飛
び出した人。会場は怒号に包まれ，甲高い女
性の「痛いよー！死んじゃうよ～！」という
声が響きます。胸に赤ん坊を抱いた女性が
「この子を助けて下さい！」と言いながら医
師を探しています。
会場は騒然として，観客は真剣な眼差しで

見つめています。医師の額には汗が出ていま
す。私も担架の上の人形に黒タグをつけて立
ち去ろうとする医師の袖を無意識のうちに掴
んで，「助けてやって下さい！」と大声を出
していました。
実際には15分ぐらいで終了しましたが，随

分長い時間に感じました。今回，被害者の数
は７～８人くらいでしたが，もしこれが本番
だとすると，何10何100という被害者が一斉
に駆けつけてくるわけで，全く手がつけられ
なく，パニックになるだろうということは簡
単に想像がつきました。
先のＯ医師の，「災害になったら整形外科

だ，ほねつぎだ，なんて言ってられないよ。」

という言葉が浮かんできました。全くその通
りだと思います。ましてや，予想されている
東海地震のエネルギー量は，阪神淡路沖大地
震の10倍以上あると聞いています。
今回オブザーバーとして参加してみて，

我々もやれることからやろう。手をつけられ
るところからやろう。可能性のあることは全
てやって行かなければと，思い知らされました。

※
まず，Ｏ医師のアドバイスに基づき，ハム

無線の資格取得から始めることになりまし
た。災害が起きた場合，電話の類いは全て使
えなくなり，その時の情報の受信・発信はハ
ム無線が有効であろうとの意見でした。
Ｏ医師在住の静岡市医師会では，アマチュ

ア無線クラブがあり，災害時に対応出来るシ
ステムも既に出来上がっているそうです。
我々静岡社団としても会員24名（その中，

事務局の職員も１名参加）が先発隊として，
無線講習を日曜返上で受講し，試験にも全員
合格しました。今年の３月にも数名が受講の
予定です。
無線の資格を取ったからといって，それが

災害時に果たして有効に機能するかは，災害
が起きてみなければ分かりません。それでも，
何らかの可能性のあることには向かって行っ
て，災害救助の組織造りが徐々に構築しつつ
あります。
他にも，本会の呼び掛けに会員個々の努力

もあって，上級救命士の資格を，先ず41名が
取得。また，日赤の赤十字奉仕団に120名が
加入し，日赤からの要請があった場合，動け
る会員は日赤の指示のもと，動くこととなっ
ております。
静岡社団では，来たる大地震にまだまだ課

題難題は山積でしょうが，会員各自が防災意
識を高め，柔道整復師としての備えに一歩一
歩前進してきています。

※
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以前に，何の準備もなく，静岡市の災害の
ボランティアに行ったことがあります。そこ
で，「柔道整復師会の……」と言ったところ，
「あ，整体の先生ですね。」と言われてしまい
ました。まあ，こんなところからの出発であ
ったので，当初は当然良い返事はもらえませ
んでした。医師会，薬剤師会，看護婦協会は
すでに何回も市と会議を重ね，実践訓練をし
ていたのですから，我々の現在の知名度と出
遅れから言って，当然のことと受け止めるし
かありません。
各方面に働きかけ，少しずつでありますが，

どうにか形がまとまりかけて来ました。
再度，医療ボランティアの申し込みに行っ

てみよう！
と，ここまで書いてきた時に，Ｏ医師より

電話があり「９月１日の防災の日に柔道整復
師も正式に参加してみないか？！」との内容で
した。
貴重な誘いだと思います。どういう形で協

力できるのかわかりませんが，これからの
我々に，重要な指針となることと思います。
また，社会に柔道整復師をアピールする絶好
の機会にもなることでしょう。

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

近代医療は，いろいろな分野で大変進歩し
変革していますが，我が業界は残念ながら余
り変わっておりません。社会情勢が大変厳し
い中，また構造改革等の変革の必要性が強く
叫ばれる現在，柔道整復師が『ほねつぎ』と
しての本来の姿に立ち返るべく，新鮮な捻
挫・打撲・挫傷・骨折・脱臼を施療するため
には，独自の人体に害のない検査器具の設置
が最重要課題と私は考えます。
医療過誤が叫ばれております昨今，医療過

誤を防止しうる，骨折か否かを判断する人体
に害のない検査器具の認可の必要性は，私達
のみならず，通院される患者さんも強く感じ
ておられることと思われます。検査器具によ
り骨に異状が見つかれば，専門医の受診を紹
介をさせていただくこととなります。

検査器具の使用により，明確な傷病名の判
断の下，適切な施療が施行され，並びに骨つ
ぎにおける医療過誤を少しでも減らすことに
つながるものと確信致します。
『人体に害のない検査器具を

柔道整復師に認可を』

このことを強く内外にアピールする，今が
最適の時機と考えます。
私達にとって，最も強い味方は通院される

患者さんです。
患者さんの署名をバックアップに密なる連

携を図り，上記キャンペーンの実施にあたり，
日整主導で全国の柔道整復師に発信し，この
悲願の成就に向って一丸となりますことを念
願し提言させていただきます。

〈もう１つの提言〉

『高齢者機能訓練法学会の開催を』

高齢者機能訓練法学会の開催は，冷えきっ
た大変厳しい社会情勢の中，我が業界の絶好
のＰＲの場のみならず機能訓練指導員として
の技術の向上と柔道整復師独自の機能訓練法
の構築にも寄与するものと思います。
なお，この企画は，我が業界のみならず他

の団体の機能訓練指導員の皆様にもご参加協

投　稿

1, 000万人署名
キャンペーン計画

静岡県　安間克弘



力をいただき，そして高齢者を持つご家族，
介護に携わる介護施設等の関係者並びに高齢
者社会を支える一般市民のみなさまにも参加
聴講を積極的にＰＲする会の開催が重要と考
えます。
介護保険の一翼を担う者として，また，社

団法人としての社会貢献のための事業であり
ます。そしてこのことにより行政及び多くの
皆様にも強く我が業界の存続を知らしめ，全
国にアピール出来るものと思われます。
時は今，学会もしくはシンポジウュムでも

会の名称にこだわらず日整の主導による全国
大会，もしくは各ブロック，県対応の開催が
望まれます。
なお，日整は厚生労働省に対し介護保険に

おける訪問機能訓練の制度設置の要望運動中
です。この運動展開を押し進めるにも，また
日整がいう実績を残すためにも，そして機能
訓練指導員としての就業者増員のためにも早
急な基本カリキュラム作りとその研修が必要
と強く感じます。
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目黒線の西小山駅で下車して商店街を歩く
と，左右路地に７軒の接骨院と２軒の整形外
科が開業しています。その内，社団会員は２
軒で，５軒は個人契約者です。毎年3,000人
以上の接骨師が増え続け，将来，どこの駅で
も見られる現象でないかと思われます。
そこで東京都柔道接骨師会は，全国にさき

がけ社団会員増員運動に積極的に取り組み，
特定会員制度を設けています。

投　稿

特定会員制度で社団強化

東京都 中村和夫

特定会員は各支部には入会せず，東京都柔
道接骨師会に直接所属します。役員の立候補
は出来なく，選挙権もありません。でも入会
の主目的である保険請求は一般会員と差別な
く普通にできます。
面倒な支部の交際，会費等一切なく，仕事

に精を出せるので以前よりある準会員制度と
合わせて若手接骨師が加入しています。しか
し，いい制度と思っても社団会員は特定会員
にはなれません。個人契約をしていて，移籍
する場合のみ認められる特例制度なのです。
初めて開業する方は支部に入会することが義
務づけられています。
聖域なき構造改革が進む中，10月には老人

医療の１割負担が始まり，社会保険本人負担
が２割から３割に引きあげられそうです。
横並びで個人経営である他団体より定率会

費の引き下げ，定額会費の減額等大胆な政策
を打ち出し，魅力ある社団に変身して特定会
員を大幅に増員して，組織の統一化をして行
かなければ，厚生労働省に対しても自信を持
って交渉できません。
このまま行くと柔整の保険取扱いの存続が

危ぶまれて最終的には接骨院の経営がやって
いけなくなります。

お詫びと訂正

前号（152号）において，誤りがありま
したので訂正させていただきます。

13ページ「国税庁による税務講習会」
中，右段，下５行目
「賦課価値税」⇒「付加価値税」
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握
。
組
織
の
ト

ッ
プ
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
。
同
情
的
、
哀
れ
み
深
い
対
応
を

す
る
。
決
し
て
嘘
を
付
か
な
い
。
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け

る
。不
慮
の
事
件
・
事
故
に
備
え
る
。

組
織
に
と
っ
て
危
機
に
発
展
し
そ

う
な
リ
ス
ク
を
早
期
に
発
見
し
、
問

題
解
決
処
理
す
る
。

政
治
経
済
な
ど
の
社
会
的
外
部
環

境
の
変
化
の
中
か
ら
、
組
織
に
と
っ

て
重
大
な
問
題
と
成
り
か
ね
な
い
危

機
を
発
見
し
、そ
れ
を
認
知
分
析
し
、

そ
の
問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
を
想

定
、
そ
し
て
、
発
生
に
伴
う
組
織
の

影
響
度
を
評
価
す
る
。

危
機
問
題
が
す
で
に
発
生
し
た
場

合
、
被
害
お
よ
び
影
響
の
最
小
化
を

目
的
と
し
た
効
果
的
な
対
応
策
を
実

行
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
危
機
管
理
の
重
要
な
要

素
と
し
て
、
情
報
管
理
が
あ
る
。

情
報
は
、
収
集
・
分
析
・
加
工
と

い
う
３
要
素
に
わ
け
ら
れ
る
。

情
報
収
集
で
は
、
事
実
・
記
録
・

噂
・
話
な
ど
の
ほ
か
、
事
件
・
事
故

そ
の
も
の
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
が
あ
る
。

情
報
分
析
で
は
、
収
集
さ
れ
た
膨

大
な
量
の
情
報
を
要
約
分
析
し
、
重

要
情
報
を
抜
粋
す
る
。

情
報
加
工
で
は
、
収
集
さ
れ
た
情

報
を
分
析
し
、そ
れ
に
伴
っ
た
簡
潔
な

論
評
や
意
見
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
発

す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
で
あ
る
。

危
機
問
題
解
決
に
は
情
報
シ
ス
テ

ム
化
の
推
進
が
大
切
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
情
報
収

集
、
ま
た
は
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り

複
数
の
会
員
に
情
報
の
同
時
共
有
を

可
能
と
し
た
。

情
報
提
供
の
際
は
、
情
報
の
的
確

性
、
信
頼
性
、
重
要
性
、
有
効
性
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
報

が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
活
用
さ

れ
る
か
が
焦
点
に
な
る
。

常
日
頃
、
組
織
内
外
の
広
報
活
動

も
危
機
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対

し
て
の
対
応
も
大
切
で
あ
る
。

※

我
々
柔
整
業
界
は
国
民
の
支
持
な

し
で
は
、
成
り
立
っ
て
行
か
な
い
。

国
民
の
支
持
を
裏
切
る
よ
う
な
問
題

を
起
こ
す
こ
と
が
一
番
の
危
機
で
あ

る
。先

に
も
述
べ
た
が
、
危
機
へ
の
予

防
・
防
止
が
最
も
大
切
な
組
織
防
衛

に
つ
な
が
る
。
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
設
置
が
急
務
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
に
会
員
一
人
の
危
機
管
理

に
対
す
る
認
識
と
そ
の
設
置
を
支
持

す
る
協
力
体
制
が
大
切
で
あ
る
。

（
広
報
部
）
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日
整
組
織
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

測
事
態
）
が
発
生
し
た
場
合
、
損
失

を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の

「
ク
ラ
イ
シ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

が
あ
る
。

一
旦
危
機
が
起
こ
る
と
、
組
織
の

イ
メ
ー
ジ
低
下
や
会
運
営
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

問
題
が
大
き
く
、
対
応
を
誤
れ
ば
組

織
自
体
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
る
。

組
織
は
常
に
最
悪
の
ケ
ー
ス
を
想

定
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
起
こ

ら
な
か
っ
た
ら
無
駄
に
な
る
と
い
う

「
価
値
あ
る
無
駄
」
の
考
え
で
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

危
機
管
理
は
普
段
か
ら
常
に
体
制

を
整
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
水
と
安
全
は
タ
ダ
で
あ
る
」「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
だ
」
と
い
っ
た
日
本

人
的
な
安
易
な
発
想
は
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
発
想
で

進
め
た
危
機
管
理
は
絶
対
に
成
功
す

る
も
の
で
は
な
い
。

●
危
機
管
理
部
の
設
置

日
整
組
織
内
に
、
危
機
管
理
の
専

門
部
設
置
の
必
要
性
が
あ
る
。
こ
れ

は
片
手
間
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、

専
任
の
部
員
を
置
い
て
、
専
門
の
訓

練
を
受
け
さ
せ
、
専
門
の
知
識
を
習

得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
会
員
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、
十
分
な
経
費

を
か
け
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

組
織
内
で
危
機
管
理
部
が
支
出
部

門
と
み
な
さ
れ
て
、『
金
食
い
虫
』

と
い
う
見
方
を
さ
れ
る
う
ち
は
、
有

効
な
危
機
管
理
を
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
全
会
員
一
体
と
な
っ
て
協

力
体
制
を
敷
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
有
事
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
平

常
時
で
も
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
組
織
に
お
い
て
、
危
機
管

理
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
検
討
す
る

に
は
、
組
織
の
ス
テ
ィ
タ
ス
、
将
来

予
想
、
過
去
の
危
機
管
理
対
策
を
考

慮
し
、
新
た
に
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム

に
か
か
る
コ
ス
ト
、
予
想
効
果
を
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
組
織
は
、
危
機
管
理
部
が
そ

の
目
的
を
遂
行
で
き
る
よ
う
機
能
さ

せ
る
た
め
に
、
危
機
管
理
部
署
に
危

機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
対
応
す

る
権
限
を
与
え
、
危
機
管
理
対
策
の

状
況
を
調
査
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

組
織
へ
の
危
機
管
理
部
門
の
組
み

込
み
は
、
各
部
門
間
を
横
断
し
、
組

織
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
の
危
機
に
対

し
、
対
応
で
き
る
新
し
い
機
構
を
設

立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

●
危
機
管
理
チ
ー
ム
に
つ
い
て

危
機
管
理
チ
ー
ム
と
は
、
危
機
に

対
応
す
る
た
め
に
情
報
を
収
集
し
て

全
体
を
指
揮
す
る
組
織
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
問
題
処
理
能
力
の
視

点
か
ら
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
、
現
在

の
組
織
上
の
地
位
や
年
功
や
日
常
業

務
の
手
際
よ
さ
と
い
っ
た
諸
観
点
か

ら
選
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

「
危
機
」
は
組
織
の
生
存
・
存
続

そ
の
も
の
を
脅
か
す
性
質
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
「
危
機
」
克
服
へ
の
集

日
整
広
報
第
152
号
『
斜
窓
』
で
危

機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
対
応
に

つ
い
て
、
論
理
的
に
述
べ
た
。
多
く

の
会
員
か
ら
ご
支
持
の
声
が
届
い

た
。今

回
は
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
具
体
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。

我
が
柔
整
業
界
に
い
つ
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
危
機
に
対
す
る
防
衛
対

応
の
方
法
と
し
て
、
日
頃
よ
り
危
機

管
理
シ
ス
テ
ム
の
早
期
設
置
が
叫
ば

れ
て
い
る
。
不
測
事
態
対
応
計
画
の

整
備
や
見
直
し
を
進
め
る
た
め
、
日

整
組
織
内
に
ト
ッ
プ
や
専
門
家
を
メ

ン
バ
ー
と
し
た
危
機
管
理
チ
ー
ム
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

前
号
で
も
述
べ
た
が
、
危
機
管
理

に
は
、常
に
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、

危
機
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
予
防
・

防
止
の
た
め
の
計
画
が
立
案
さ
れ
、

訓
練
さ
れ
る
「
ク
ラ
イ
シ
ス
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
と
、
万
一
、
危
機
（
不

２
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平成14年１月12日（土）午後５時より，北海道
厚生年金会館３階清流の間において，多数の来
賓をお迎えして新年交礼会が開催された。
萩原副会長の開会の辞で始まり，沢田会長の

新年のあいさつでは，来賓の皆様と各役員の出
席に対して謝意を表し，今回の抜本的医療改革
と料金改定についてふれ，坪井日本医師会会長
と飯塚北海道医師会会長との談話を話された。
また，学校問題から起こる過当競争の厳しい状
況に一致結束して勝ち抜いてきたいと述べら
れ，来賓の皆さま方に今までと変わらぬご支援
ご協力を切にお願いしたいと結ばれた。
堀北海道知事，吉川衆議院議員，岩倉衆議院

議員，伊達参議院議員，佐野北海道医師会副会
長，伊藤北海道鍼灸師会会長より祝辞をいただ
き，松野北海道大学名誉教授・北海道整形外科
記念病院理事長の乾杯で宴が始まった。
和やかな雰囲気のうちに時間が過ぎ，段坂北

海道議会議員の結びの乾杯と，高橋副会長の閉
会の辞で新年交礼会が盛会に終了した。

北柔専校鏡開き式

平成14年１月26日（土）午後６時30分より，北
海道柔道整復師会附属北海道柔道整復専門学校
４階の道場において，学校関係者，北整役員出
席のもと「鏡開き式」が行われた。
修礼に続き，岩田学校長のあいさつは鏡開き

の由来等について話された。
五十嵐同窓会長のあいさつのあと，平成13年

度昇段者代表の小野秀幸三段に岩田学校長より
昇段証書が授与された。

次いで投げの形の披露，乱取りと若い学生の
熱気が道場内に盛り上がり，昔の寒中けい古を
彷彿させた。
修礼後，用意されたお汁粉を一同畳に座して

食し，今年１年の無病息災を願い無事終了した。
（ブロック広報部長　太田英夫）

沖縄県柔道整復師会との交流会

平成14年２月９日～11日沖縄において沖縄県
柔道整復師会と北海道柔道整復師会との交流会
がありました。
これは北海道柔道整復師会の役員有志が一年

をかけて旅行費用を積み立て，そして，やっと
満期を迎えたのです。
そこで，日整の副会長として忙しい日々を送

「ブロックだより」と「都道府県だより」を

ブロックごとにまとめてお送りいたしております。

全国の会員の方々に「ぜひ知らせたい」「ぜひ読んでいただきた

い」といった各ブロック、各県の情報を中心に掲載しております。

これからも楽しい情報をお寄せください。（広報部）ブロッ
ク通信

北海道ブロック
平成14年北整新年交礼会
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第16回柔整旗争奪
全県選抜小・中学校柔道大会

真冬にもかかわらず，雨の降りしきる中，秋
田市立体育館において盛大に開催されました。
毎年毎年，参加人数が増え，全県より小・中

学校合わせて100チームの参加で柔整旗を競い，
個々の力を出し切り，会場の熱気とともに白熱
した戦いを繰り広げました。
小学校の部では村井道場が８連覇（７連覇の

偉業を称えて表彰），中学校女子の部，中学校
男子の部はともに飯島中学校がアベック優勝を
飾りました。
この大会には，毎年日整より参加して頂いて

おり，今年は原会長，茂住副会長にご出席して
頂きました。
なお，ＡＢＳ秋田放送賞が新設され，準優勝チ

ームに贈られました。近代柔道ベースボールマ
ガジン社よりも毎年努力賞として頂いております。
これからも益々の柔道大会をもり上げるため

にも，皆様のご支援，ご声援，ご協力をお願い
致します。 （広報員　伊藤　護）

っております沢田守北整会長が日ごろより北整
の役員も他県の柔整師，柔整師会との交流は非
常に有意義なことであり，見聞を広めるべきだ
といわれておりました。今年は日本の北と南で
の出会いを求め，沖縄県柔道整復師会の平良光
政会長のご配慮をいただき企画，実行されまし
た。
この時期，北海道では札幌雪祭りで賑わう時

ですが，沖縄県は気温20度と北海道の初夏を思
わせる気候，一同，心はずませての旅立ちとな
りました。沖縄は思ったとおりの天気で我々を
迎えてくれました。
交流会では沖縄県柔道整復師会の平良光政会

長，兼島勝副会長が参加され行われました。各
県の柔道整復師が抱える問題点，運営などにつ
いて語り合いました。
また，沖縄を観光して見て，今までは新聞，

テレビなどでしか知らないこと，幹線道路は基
地のすぐ横を走り，基地の中に沖縄が
あることを実感しました。
当地の様子を実際に見，交流会での

意見交換，本当に有意義な企画となり
ました。
楽しい思い出を胸に帰札いたしまし

た。
（福田順二）

秋田県だより

東北ブロック
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上州人の人情をテーマに
官公庁連絡会協同組合賀詞交歓会

（社）群馬県接骨師会主催の官公庁連格会と柔
道整復師協同組合賀詞交歓会が１月22日（火）午
後４時から高崎ビューホテルで開催された。
今年は県接骨師会創立80周年ということで，

政官界，医師会，関東各県の会長をはじめ39人
の来賓と47人の協同組合賛助会員を招き，本会
役員と併せて143人で新年の門出を祝った。
開会にあたって，櫻井弘会長はあいさつの中

で，本会顧問の尾身幸次大臣と，顧問としてお
世話になった小渕恵三元総理が，それぞれ沖縄
への思いを通したことを次のように報告し，人
情味あふれる上州人としての人柄を敬意をもっ
て紹介した。
「尾身先生は沖縄の観光客激減に関する国会
答弁で，種々な対策案を答弁した後に，ご自分
の群馬の後援会は沖縄旅行を計画しているとお
答えしました。当初は30人程度の人数でしたが，
後援会のメンバーは，因っている沖縄の人々の
支援になるならば，さらには，尾身先生を後押
ししようと，何と集まった会員が502人とのこ
と。上州人の人情の厚さを感じました。接骨師
会としても，先生の地元の前橋支部長らが参加
させて頂きました。
私どもの顧問として大変お世話になりました

小渕元総理もまた，沖縄を愛した一人でありま
す。学生時代に沖縄に旅をし，沖縄の方々の苦
労を肌で感じ，沖縄の人々の人情にふれ，40年
後，総理になりサミットを沖縄に決めた人情家
です。本会としましても，先生の地元渋川・中
之条地区，富岡，安中，群馬郡地区の会員から
絶大なる推薦があり，お嬢様の小渕優子先生に，
引き続き顧問としてお世話になることになりま
した。優子先生には，群馬に義理人情に厚い柔

道整復師がたくさんいることを心に秘めて国政
に頑張って頂きたいと思います」。
この後，櫻井会長自らもその気質で来賓の

方々に満腔の謝意を表した。
来賓の挨拶として県保健福祉部の宮下智満部

長が小寺弘之知事の祝辞を代読されたのをはじ
め７人の方々が祝辞を述べられた。乾杯の発声
は，関東ブロック会の小倉邦保会長により行わ
れ，心新たに飛躍を誓い祝杯をあげた。会場の
あちこちで和やかに歓談が進み，厳しい時代へ
の決意と抱負を語りあつた。
《来賓祝辞（要旨）》

宮下智満・県保健福祉部長…柔整師の役割大

今年は本格的に21世紀を歩み始める年だと考
えております。将来の方向を見定めて皆さんと
共に歩んでいきたい思っています。高齢化に伴
い介護保険，医療保険の重要性が高まってきて
おり，それにつれて柔道整復師の役割も大きく
なっていますので，保健，医療の推進にご協力
頂きたいと思います。貴会創立80周年の節目で
もあり，皆様のご活躍を祈念しております。
尾身幸次・衆議院議員夫人…助けることは助け

られること。

夫の尾身も科学技術担当大臣ということで，
各国を訪問しましたが，その中で感じたことは
「助けることは助けられることである」という
ことを肌で感じたそうです。接骨師会の方々も
すばらしい仕事をしてくれることを期待してお
ります。
小渕優子・衆議院議員…義理人情を胸に

父の小渕恵三が大変お世話になり，改めて心
よりお礼を申し上げます。これから高齢化で厳
しい時代です。まだ若輩で失敗の連続ですが，
群馬県人の義理人情を胸に秘めながら，一生懸
命勉強して皆様方の期待に応えられるよう，ま
た，希望のある未来がもてるように頑張ります。
菅野義章・県議会議員…将来に希望を持つ

今年は景気が良くなることを期待していま
す。世の中は暗いことばかりですが，すべて駄
目であると投げやりにならないで，将来に明る
い希望を持ちたいと思います。

群馬県だより

関東ブロック
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〈メンバーの条件は〉
①37歳以下であること
②「本業」以外にも公共活動に積極関与して
いるなど。
今年はビジネス界から56人，政治などの分野

から44人がＷＦＦ会員の推薦に基づき選ばれ
た。
優子先生は，2000年の主要国首脳会議（沖縄

サミット）開催にあたり，首相であった父親の
補佐を務めようとロンドンで語学の研鑽を積ん
だ。
小渕恵三夫人の手記（文藝春秋）には「政治へ

の関心という点で，一番主人の資質を受け継い
でいるのが次女の優子ではないかと思うので
す。主人は『日本にもサッチャーさんのような
政治家が登場する時代がそのうち来る』と言っ
ていました。優子に賭けていたのかもしれませ
ん。」と記されている。

（広報員　田村　清）

元日整会長　小倉八郎先生を偲ぶ

平成13年10月20日午後４時15分，慢性心不全
のため88歳の長寿を全うし永眠されました。
小倉八郎先生は，日整会長を昭和61年より平

成３年まで，千葉県接骨師会会長を昭和41年よ
り昭和60年までの長きにわたり就任，以降名誉
会長並びに関東ブロック会長等の役職を歴任さ
れ，20世紀の我が業界の発展に尽力され多大な

赤沢達之・県医師会長…200万県民のために

21世紀は高齢者の時代となり，その割合は
徐々に増大し，将来４人に１人は高齢者となる
予想であります。その高齢者が痛みや苦痛もな
く生活できるよぅにするのは医療の責務であ
り，医療関係者の双肩にかかっています。お互
いに協力し合い200万県民の健康を支えていき
ましょう。
関口隆・関口整形外科病院長…爽やかな気持ち

元厚生省の横尾和子先生が以前，ある会合で
柔道整復師に対して大変インパクトのある，な
おかつ心の優しいご助言をされました。私は驚
きと感動を覚えました。その後，横尾先生は某
国の大使になられ，昨年末には最高裁判所の判
事にご就任されました。この爽やかな気持ちで，
横尾先生と群馬県接骨師会のご発展をお祈りし
ます。
角屋浩司・県柔道連盟会長…青少年健全育成に

昨年は４つの大きな行事が成功裏に終わりま
した。新武道館に対し県外の人からも立派であ
ると褒められました。接骨師会はじめ関係各位
のご協力の賜物と感謝しております。この武道
館をフルに活用し青少年の健全育成に取り組み
たいと考えております。

世界へはばたく小渕先生
将来は日本のサッチャーに

世界の政財官界トップで構成する世界経済フ
ォーラム（ＷＥＦ）は２月３日，「明日のグロー
バル指導者（ＧＬＴ）」100人の中に，故小渕恵三
首相の次女で衆議院議員の小渕優子先生（群馬
県接骨師会顧問）を選んだ。日本人からは２人
選出された。ちなみにもう１人はインターネッ
ト検索大手企業の伊藤穣一氏。
ＷＦＦは1993年，次世代指導者の育成と交流

を目的としてＧＬＴプログラムを開始。現在は
欧米を中心に100ヵ国以上から500人弱が年次総
会をはじめ経済フォーラムのプロジェクトに参
加している。

ぐんせつで拾ったちょといい話
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千葉県だより
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功績を残されました。
日整においては，その卓越した洞察力と先見

の明をもって，我々の身分の向上である「学制
改革と国家資格」を目指し，文字通り全精力を
傾注して推進されました。
学制改革にあたっては，当時の養成校「中卒

２年制」を「高卒３年制以上」に更に，近い将
来「４年制大学」にと雄大な構想を持ち，関係
官庁並びに養成協会と数年にわたり身を粉にし
て粘り強い交渉を続け，当時不可能といわれて
いた「高卒３年制」を達成，免許は「柔道整復
研修試験財団」を設立したことにより「知事」
から「厚生大臣」の国家資格となりました。
この財団の設立にあたっても，多額の寄付を

募る必要から，まず私財を提供してその範を示
し設立することが出来ました。
現在の体制は，会長の強い信念と行動力に賛

同し協力された多くの日整役員並びに関係者の
ご尽力の賜であります。
千葉県におきましても，在任中の業績は特筆

すべきものであり，昭和55年当時としては，全
国一と誇れるような敷地250坪・鉄筋コンクリ
ート造り３階建・延床面積330坪の堂々たる会
館を竣工，更に，数年後には317坪の大駐車場
を購入し，現在の千葉県接骨師会のゆるぎない
基盤を築いたのであります。
人格は，よく顔に現われると申しますが，ま

さにその通りの人で温和で清廉潔白・文武両道
を兼備し，和を非常に尊び共生の人でもあり，
その仁徳はお顔に滲み出ておりました。

それ故，千葉県接骨師会の機関誌は『友愛』
のタイトルでその精神を表していると思います。
また，先生は会長として，人を観る目があり

その才能のある人を適材適所に登用し，人を育
て立派な人材を次の時代に残すという大きな使
命も果たされました。
会運営のリーダーシップとして最も重要なこ

とは，人をまとめることであり，その道にも卓
越していたと思います。
名将とは，私利私欲なく国のために，民を思

い，民を大事にし，民あっての一国の主である
との信念を持っているのが名将たる所以である
と思います。その信念あってこそ，主として民
に慕われ民が義を尽くし一国を治めることが出
来るものと思います。
まさに小倉先生は，その名将の如く私利私欲

なく会員を大事にし会員のために尽力され，職
務を遂行し会運営を円滑に推進されました。
また，多方面にわたり幅広い人脈を有し，諸

関係官庁あるいは政治家にも非常に人望と信頼
が厚く，業界の諸問題政治的分野の問題におい
ても，その手腕を発揮し問題解決に尽力され，
業界発展のために多大な貢献をされた先生であ
りました。
心よりご冥福をお祈り申し上げます。

（広報員　高橋利夫）

第14回全国スポーツ・
レクリエーション祭

「全国スポーツ・レクリエーション祭」が，三
重県にて開催された。
この祭典は，勝敗のみを競うのではなく，

人々が気軽にスポーツ・レクリエーション活動
を楽しみ，各世代のスポーツ愛好家が交流を深
めることを目的として，昭和63年から各都道府
県持ち回り方式で毎年開催され，昨年は本県が

▲ありし日の故小倉八郎先生

三重県だより

東海ブロック
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当番県となった。
11月10日（土）から13日（火）までの４日間，三

重県の13市・11町にて都道府県代表・参加種目
18（8,746名）・フリー参加種目12（6,763）合計30
種目述べ参加人数26,038名であった。
三重県柔道整復師会も県全国スポレク祭推進

室より依頼を受け，種目別大会における怪我の
防止のためのボランティアとして，延べ78名の
参加となった。
なお，参加にあたり，テーピング講習会を２

回に分け実施した。
そして，我々が扱った人数としては，407名

であった。そのほとんどの人達が，感謝の意を
表してくれた。
普段，個人レベルでの各地域，各種スポーツ

大会での救護活動には，参加経験があるものの
全国大会レベルの活動では，ほとんどの会員が
初めてであったように思う。
こういう積み重ねが，柔道整復師の名をアピ

ールするいい機会であったと思う。
（広報員　谷岡　浩）

平成14年新年祝賀全開催される

平成14年１月10日（木）兵庫県柔道接骨師会館
５階多目的ホールにおいて，当師会々員を含む
140名で，新年祝賀会が盛大に開催されました。

兵庫県知事，市長をはじめ国会議員，県議会
議員，市議会議員，行政，および各保険機関関
係者，並びに兵庫県柔道接骨師協同組合協賛企
業等，多数の来賓の出席を頂きました。これも，
師会への多大なる理解と柔道整復師の社会貢献
や，兵庫県柔道接骨師政治連盟の活動による賜
物と確信するものです。

（広報員　外林雅夫）

寒 稽 古

去る２月３日（日）岡山県柔道整復師会恒例の
『寒稽古』冬期学術研修会が黒住教まること会
館にて開催されました。
〈来賓講演〉

『骨粗鬆症と栄養』 ㈱メイプ
柔道整復術＋栄養療法は自然治癒力を充分発

現させる。柔道整復術を施すことにより構造整

岡山県だより

中国ブロック

兵庫県だより

近畿ブロック
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〈ＩＴ勉強会〉

研修会終了後，会場を朝日柔整専門学校講義
室に移し，初心者に対してのＩＴ勉強会を開催
しました。レセコン業者のシャープに講師を依
頼し，マウスの使い方からインターネット接続
まで熱心に慣れぬ手つきでキーボードを叩いて
おりました。 （広報員　馬塩廣志）

第２回保険研修・学術講演会開催

平成13年12月16日（日）14時から愛媛文教会館
（松山市道後）において茂住延壯日整副会長を
講師に招き，政府・与党社会保障改革協議会よ
り平成13年11月29日付で出された「医療制度改
革大綱」について講演を頂きました。
「制度改革では，我々にプラスになることは
ないが，頑張って現状維持したい。」と述べら
れ，基盤をしっかりさせることが大切であり，
カルテの記録等の約束事をきっちり守るよう指
導されました。
後半では，テーピング法の実技指導が行なわ

れ，茂住副会長の先代から伝わるという，アキ
レス腱断裂に対する絆創膏固定・テーピング
（固定を中心）を披露して頂きました。１度貼
れば２～３週間はそのままで，頻繁に貼り替え
ることはしないそうですが，よほど上手く貼ら
ないと皮膚がかぶれるので，熟練を要すると感
じました。

復がなされ，血流の改善が行われ機能の改善が
なされる。
栄養療法を行うことにより組織の構築・代謝

改善が行われ気質改善・機能改善がなされる。
両方を行うことにより自然治癒力が増す。

〈会員発表〉

市民マラソン参加ランナーのスポーツ障害に
関する事例報告として，
『日赤岡山トレーナー・ボランティアに参加
して』 岡山支部　野上直樹
吉備路マラソン・トライアスロンなどの大会

に日赤岡山のトレーナーとして野上会員が参加
され，活躍されている際の事例報告。
『地震発生時の避難マニュアル』

倉敷支部　河本勝成
阪神大震災を経験され，その経験から基づく

避難マニュアルの説明。
『恩師今井先生に教えていただいた整復のコ
ツ及び介護ステーション開設について』

井笠支部　笹井　潤
肩関節及び顎関節脱臼における整復時のコ

ツ・ポイントの説明及び自分でされた介護ステ
ーション開設のマニュアル説明。
〈特別講演〉

『競技者のトレーニングとコンディショニング』
岡山県立大学短期大学部教授　辻　博明先生
予定の講演をはるかにオーバーするといった

熱心さでスポーツ選手のコンディション作りの
大切さを説かれました。

愛媛県だより

四国ブロック
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肩関節・膝関節・臀部の負傷では痛みを取
り，後の経過を良くする目的で，スパイラルテ
ーピングをヒントに，ユートクバンを細切りに
したネットテープを使用しての実演があり，
「固定ではなく，大きな筋肉を上手く補助する
ことにより，かなり痛みが和らぐ」と述べられ
ました。

予定の時刻より，20分延長し臨床に即戦力と
なるテーピング実技の指導を頂き，各会員にと
って実りある講演となりました。
第２部では，本会塩崎保険部長による保険研

修が行なわれ，午後４時20分閉会しました。
（広報員　永森慎治）

前々号（151号）の日整実技研修会記事において，写真に誤りがありましたので，
改めて再掲させていただいます。 （広報部）

※
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22日（火） 学術部員と座長（参与）合同会議
片山虎之助先生との打合せ（原，茂，
沢，小，尾，青）

23日（水） 三役会
総務関係打合せ（青）

25日（金） 臨時常務理事会，理事会　　　
学術・生涯学習合同打合せ（沢，工，
山田）

27日（日） 第９回柔整国際学術セミナー（原）
28日（月） 櫻井弁護士等あいさつ（原）
29日（火） 経理部会
30日（水） 柔整実施計画策定協議会
31日（木） 会館改修打合せ（茂，利，上，尾，青）

柔整白書編集会議（原，茂，利，尾，
青，斎藤，深澤，稲，山田，伊，武，森）

〈２月〉

５日（火） 武見敬三先生との打合せ（工）
６日（水） 会務報告（工）

保険部（柔整師必携改訂版作業会議）
（淺，市，西，田，金，田中）

７日（木） 病院理学療法協会との打合せ（尾，
青，杉）
グループ生命保険打合せ（茂，利，
尾，青）
柔整実施計画策定協議会からの提言
（山口）

８日（金） 会務（原）
12日（火） 武見敬三先生との打合せ（工）
13日（水） 総務部会

広報編集作業部会
学術・生涯学習合同打合せ
生涯学習委員会

14日（木） 打合せ（原，青）
大阪問題打合せ（原，沢，利，青，
櫻井，山口）
武見敬三先生との打合せ（原，沢，
利，淺，工）

15日（金） 武見敬三先生との打合せ（工）
17日（日）（社）秋田県小・中学校柔道大会（原，

〈１月〉

４日（金） 仕事始め（利）
７日（月） 常務理事会打合せ（原，茂，沢，利，

上，淺，工，小）
８日（火） あいさつまわり（原，茂，沢，利，

上，淺，工，小）
税務委員会，常務理事会

９日（水） 日整案内（関西医療学園専門学校）
（沢，鑪）

10日（木） 経理作業部会（斎藤）
（社）兵庫県新年祝賀会（原）

11日（金） 日整案内（行岡整復専門学校）（茂，
上）
広報編集会議

12日（土）（社）京柔整新年会（原）
13日（日） 医科学委員会（全日本柔道連盟）（原）
14日（月） 講道館鏡開式（鈴）
16日（水） 総務部・経理部合同打合せ（利，上，

尾，青，小倉，藤）
日整案内（米田専門学校）（沢，淺）
ＩＴ関係打合せ（茂，利，小，尾，
青，海，内，藤，井）

18日（金） 厚生労働省訪問（淺）
病院理学療法協会との打合せ（工，
尾，青）
からだセイエンスインタビュー（原）
総務部会

19日（土）（社）神奈川県新年賀詞交歓会（原）
21日（月） 日整案内（仙台接骨医療専門学校）

（沢，柴）
日整案内（福岡柔道整復専門学校）
（茂，山村）

22日（火） 学術部会

会務執行状況
（１月～２月）

日　整　関　係
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茂）
18日（月） 第３回柔整懇話会
19日（火） 広報部会，監査会，三役会

長勢甚遠先生との打合せ（原，茂，
沢，利，淺）
学術部会

20日（水） 松本前会長弔問（原，茂，沢，利）
新顧問議員訪問（原，茂，沢，利）
法制委員会，常務理事会

22日（金） 厚生労働省訪問（茂）
日本放射線技師会創立55周年記念式
典・講演会・祝賀会（茂）

23日（土） 松本好司先生（顧問）通夜
24日（日） 松本好司先生（顧問）告別式

（社）新潟県学術研修会（茂）
25日（月） 経理部会
26日（火） 佐野先生との打合せ（原）

日整生涯学習指導者講習会・学術技
術研修会合同開催会場の下見（工）
ＩＴ関係打合せ（青）
保険部（柔整師必携改訂版作業会議）
（淺，西，田，金，田中）

27日（水） 厚生労働省との打合せ（原，茂，沢）
総務省訪問（利，小，尾，青）
理事会

28日（木） 総務部作業部会（利，青，林，浜，渕）
第２回柔整白書編集会（茂，利，尾，
青，斎藤，深澤，稲，山田，伊，武，森）

〈１月〉

18日（金） 第68回自由民主党大会（原）
31日（木） 山　拓殿の会（工）

〈２月〉
７日（木） 太田誠一殿の会（工）
14日（木） 自由民主党関係団体との新年懇親会

（原，沢）
26日（火） 能代昭彦殿の会（小）
27日（水） 庄政会（自見庄三郎殿の会）（工）

柔　整　連　関　係

※文中，頭文字のみを使用しました方の名前と
役職を列記します。

原　　　原会長
茂　　　茂住副会長
沢　　　沢田副会長
利　　　利根田総務部長
上　　　上田経理部長
淺　　　淺井保険部長
工　　　工藤学術部長
小　　　小合広報部長
尾　　　尾藤理事
青　　　青山理事
小倉 小倉理事
本　　　本村理事
阪　　　阪本理事
山口 柔整実施計画策定協議会座長
柴　　　柴田生涯学習委員会副委員長・

（社）宮城県会長
伊　　　伊藤税務委員会委員・柔整白書メンバー
山田 山田税務委員会委員・柔整白書メンバー
稲　　　稲場柔整白書メンバー
斎藤 斎藤柔整白書メンバー
森　　　森柔整白書メンバー
深　　　深澤柔整白書メンバー
武　　　武藤柔整白書メンバー
藤　　　藤野経理部員
斎藤 斎藤幹経理部員
浜　　　浜野総務部員
林　　　林総務部員
渕　　　渕辺総務部員
金　　　金丸保険部員
西　　　西條保険部員　
田　　　田代保険部員
田中 田中保険部員
鈴　　　鈴木総務部員
海　　　海津総務部員
鑪　　　鑪野（社）大阪府会長
井　　　井澤東京都会員
山村 監事・（社）福岡県会長
櫻　　　櫻井顧問弁護士
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外尾真一，小原　望

室岡秀徳

佐藤真之

木村孝弘，山本誠治，谷本　健

佳宏，立延友一

甘利一彦

高崎　浩

佐野　剛

吉田　茂，大島秀一

山川浩之

宮永智治

前田英男， 野信哉，大河内康寛

平井宏明

白川徳賢

李　正

永川寛人，山崎貴士

坂本慎吾

野呂美賀子（野呂寛視）

大橋晴司（特→正）

□中台良二（平成13年3月退会）

篠原　彰（小林良子）

荒井典一（特→正）

稀代智明（稀代福造）

長尾佳典（長尾　功）

青山将朗（青山芳幸）

入・退会者並びに異動者一覧

平成13年12月～平成14年1月

△宮川昌也

前田法昭，△野呂寛視

関本　進

平　武道

△伊藤岩文，石橋勝治

石垣　純，矢作庄次郎

△山口政二，△小林裕行，小林良子

村本錬四郎，△栄　三徳

出島正登

稀代福造

△仲川平和，△小林幹男

山本源太郎，△山元正美，△石井栄治

西山幸郎，鈴木博文，門脇生子

田中正人，森田　隆，中井健之

江副正典，長尾　功

山本　望，△前田充康

△森安宗夫

橋本英夫，浜原先男

△青山芳幸

鶴岡歳純，重松五十生，紀　哲雄

青松　治（大阪府より）

横田秀勝（神奈川県へ）

竹澤克寛（富山県より）

青松　治（栃木県へ）

小寺　有（転出取消・平成13年8月転出）

宮内静也（鹿児島県より）

高見澤亮平（足立→荒川）

田上長人（上越→中越）

江馬正弘（伏見→東山・山科）

小寺　有（豊能→淀川）

北井和彦（堺→三島）

北 海 道

岩 手 県

埼 玉 県

東 京 都

長 野 県

富 山 県

静 岡 県

愛 知 県

岐 阜 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

岡 山 県

山 口 県

長 崎 県

宮 崎 県

青 森 県

栃 木 県

千 葉 県

東 京 都

新 潟 県

静 岡 県

大 阪 府

徳 島 県

都 道 府
県　　名

◇：特会員
□：復　帰

北 海 道

青 森 県

茨 城 県

埼 玉 県

千 葉 県

神奈川県

東 京 都

石 川 県

静 岡 県

愛 知 県

滋 賀 県

大 阪 府

兵 庫 県

岡 山 県

広 島 県

徳 島 県

福 岡 県

栃 木 県

千 葉 県

東 京 都

大 阪 府

兵 庫 県

東 京 都

新 潟 県

京 都 府

大 阪 府

〈新入会25名〉

〈退会25名　△死亡13名〉

〈復帰1名　相続5名　特→正2名〉

〈転出２名 転入3名 転出取消１名〉

〈支部変更5名〉
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日整文芸
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【
短
　
歌
】

山
梨
県

青
沼
明
風

回
想

半
歳
を
か
け
て
成
し
た
る
鬼
神
面

眼
は
し
ん
と
我
を
見
据
え
る

補
聴
器
と
義
歯
と
マ
イ
ク
を
意
識
し
て

語
尾
は
っ
き
り
と
謝
辞
を
述
べ
お
り

わ
が
村
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
知
ら
せ
き
て

は
か
ら
ざ
る
数
の
老
ら
の
集
ふ

奈
良
県

長
谷
川
治
三
郎

姿

入
江
に
立
て
ば
落
陽
の
夕
日
や
琥
珀
こ
は
く

我
も
染
め
い
る

野
々
花
に
顔
ほ
こ
ろ
び
し

盛
々
せ
い
せ
い

と
恵
み
に
潤
う

人
の
幸
せ

雪
負
い
て
垂た

れ
下
り
し
や

南
天
の
細
木
枝
に
は

実
や
重
た
げ
に

【
川
　
柳
】埼

玉
県

吉
岡
和
市

（
川
柳
瓦
版
の
会
同
人
）

電
話
鳴
り
罅ひ
び

割
れ
て
く
る
鏡
餅

歌
留
多
と
る
精
一
杯
に
手
を
重
ね

掛
け
添
え
る
昆
布
の
匂
う
松
飾
り

兵
庫
県

山
根
　
正

（
川
柳
瓦
版
の
会
同
人
）

片
仮
名
と
日
々
戦
う
が
追
い
付
け
ん

ア
フ
ガ
ン
も
い
い
が
景
気
も
考
え
て

詰
め
か
え
て
だ
ま
す
つ
も
り
が
総
す
か
ん

【
時
事
川
柳
】

東
京
都

北
竹
　
勉

今
世
紀
山
本
山
の
初
日
の
出

お
年
寄
り
医
療
保
険
を
介
護
す
る

※
読
売
新
聞
時
事
川
柳
入
選
句

モ
ー
い
や
だ
外
国
牛
が
化
け
て
で
る

【
俳
　
句
】

東
京
都

高
橋
鶴
水

（
俳
人
協
会
会
長
）

目
覚
ま
し

子
の
も
の
の
少
し
も
減
ら
ぬ
煤
払
い

相
別
れ
寒
の
歩
み
に
戻
り
け
り

目
覚
ま
し
の
セ
ッ
ト
を
仕
事
始
め
と
す

千
葉
県

吉
橋
　
勇

新
春

賀
状
来
て
思
い
は
せ
る
や
友
の
声

老
梅
や
早
や
待
ち
切
れ
ず
思
い
咲
く

五
寒
入
り
心
に
固
く
精
こ
め
て

長
野
県

小
島
啓
司

（
俳
人
協
会
会
長
）

ヒ
ヤ
シ
ン
ス

此
窓
を
開
け
れ
ば
赤
石
眼
前
に

行
き
つ
け
の
い
つ
も
の
卓
に
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

念
佛
の
声
す
き
透
る
春
障
子

香
川
県

伊
勢
豊
郎（
豊
生
）

流
れ
星
今
日
も
健
康
願
い
つ
つ

寒
風
に
吹
か
れ
山
道
今
日
も
行
く

小
雪
ま
う
鳥
も
チ
チ
チ
チ
枝
わ
た
り
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編　集　後　記
ＷＨＯに柔道整復師が取り上げられた。原会

長の快挙である。一昨年，豪州遠征から帰国し
てすぐ，台風の淡路島で開催されたＷＨＯ世界
伝統医療大会にオブザーバーとして参加した。
その際，我が柔道整復師がその中に入っていな
かった。このことを昨年の新春対談で武見先生
に話したら，「原会長，すぐにでもジュネーブ
へ行き手続きをしなさい」とのこと。先生の方
からも手を打っていただき，本文にあるような
形になりました。
松本前会長の追悼ページを載せました。ご冥

福をお祈りいたします。 （小合）
北海道では，３月の声が聞こえてくると暖か

くなり，雪も溶け始め一安心を致します。
日整広報担当理事として，指名を受け１年が

経とうとしております。小合先生を中心とした
広報部員スタッフはそれぞれの個性を生かし懸
命な努力をしている姿はすばらしいものがあり
ます。私も一日も早く仲間入りするよう頑張り
ます。 （本村）
私の県で新しい試みとして「テレビコマーシ

ャル」を始めることになりました。いろいろな
問題もありましたが，とにかくやってみようと
いうことになり，今回は15秒程度のテロップで
「柔道整復師は何ぞや」ということをテーマに
テロップで放映することになりました。私も出
演を依頼されましたが，少々気恥ずかしことも
あり，辞退することにしました。４月からとり
あえず半年の契約で柔道整復師会のＰＲを開始
します。乞うご期待！ （星野）
雪印食品グループによる危機管理に対する対

応のまずさは，ついに会社崩壊につながりまし
た。本会も早急な危機管理体制の構築をする時

期に来ていると思います。
次回の斜窓の代を思案中です。ご意見ありま

したらお寄せください。 （奥田）
最近，本会のデジタルデバイド化が心配にな

ってきました。
“デジカメのえさはなんだと孫に聞く”
このサラリーマン川柳が笑えないようだと，

テレビＣＭのガッツ石松さんのようになってし
まうかもしれません。
たしか……次のような台詞だったと思うので

すが，
“昔は体力と気力で乗り切れただ～！！”（ガッ
ツさん）

“おとうさん……時代がかわったの！！……
（奥さん役）
おとうさん達にとっては不景気，リストラ，

……苦手なパソコンの克服……ちょっと厳しい
時代となってしまったようです。
広報部へのご投稿もできるだけメールでの添

付ファイルという形でお願いいたします。……
これも厳しい発言となってしまったかもしれ

ませんが……よろしくお願いいたします。
（内藤）




